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理
学
部
卒
業
生
に
期
待
す
る
こ
と

静

岡
大
学

理

学
部

は
、

1

9

2

2
年

(大

正
11
年

)
創

設

の

官

立

旧
制
静

岡

高
等

学
校

を
前

身

と
し
、

1

9
4

9
年

(
昭
和

24
年
)

の
静

岡

大
学

の
開

設
に

理
学
部
長

伴
い
文
理
学
部

・
理
科

(後
に

理
学
科
)
が
設
置
さ
れ
、
1
9

6
4
年
文
理
学
部
改
組
に
よ
り

理
学
部
が
誕
生
し
ま
し
た
。
旧

制
静
岡
高
等
学
校
設
置
か
ら
2

0
2
2
年
で
1
0
0
年
に
な
り

ま
す
。
そ
の
記
念
行
事
が
計
画

さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま

す
が
、
そ
の
間
多
数
の
有
為
の

人
材
を
社
会
に
輩
出
し
て
き
ま

し
た
。
理
学
部
卒
業
生
は
、
2

0
1
8
年
度
の
卒
業
生
を
含
め

る
と
5
7
0
0
名
近
く
に
な
っ

塩

尻

信

義

て
お
り
ま
す
。
大
学
院
組
織
も

1
9
7
6
年
度
の
理
学
研
究
科

(修
士
課
程
)
設
置
に
は
じ
ま

り
、
現
在
で
は
修
士
課
程
は
総

合
科
学
技
術
研
究
科
理
学
専

攻
、
博
士
課
程
は
創
造
科
学
技

術
大
学
院
で
教
育
研
究
を
行
う

体
制
と
な
っ
て
お
り
、
よ
り
高

レ
ベ
ル
の
教
育
を
受
け
ら
れ
る

形
と
な
っ
て
い
ま
す
。

理
学
部
の
教
育
理
念
は

「基

礎
科
学
5
分
野
の
専
門
知
識
に

加
え
、
幅
広
い
教
養
と
豊
か
な

創
立

百
周
年
記
念
事
業

の
寄
付

募
集

・:
:
:
:
・②

東
京
支
総
会

・
全
学
同
窓
会

東

京
交
流
会

・:
:
・㈲

ノ
ー
ベ
ル
生
理
学

・
医
学
賞

が
ん
免
疫
療
法

:
ω

人
間
性
を
有
す
る
人
材
育
成
」

と
し
、
そ
の
就
職
先
は
、
中
高

の
教
員
、
大
学
教
員
、
公
務

員
、

一
般
企
業
な
ど
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
が

専
門
性
を
活
か
し
な
が
ら
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
有
名
な
卒

業
生
と
し
て
、
小
説
家

・
推
理

作
家
の
乾
く
る
み
さ
ん

(数
学

科
卒
業
)
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の

イ

シ

コ
さ

ん

(
数
学

科
卒

業
)
、
映
画
監
督
の
ア
ベ
ユ
ー

イ
チ
さ
ん

(物
理
学
科
卒
業
)

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
こ
の
方
た

ち
は
か
な
り
異
色
で
す
が
、
必

ず
し
も
サ
イ
エ
ン
ス
と
は
関
係

の
な
い
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
場
合
も
あ
る
と
想
像
し
て
い

ま
す
。
理
学
部
の
教
育
は
、
基

礎
、
基
本
を
教
え
、
あ
と
は
そ

の
応
用
で
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
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■

轟
轡
鰍
麟
甥

と
ジ

ェ
ー

ム
ズ

・
ア
リ

ソ
ン
教

授

(テ
キ

サ

ス

大
学

M

D

ア

ン

雪
鍔
恥験
耀
齢

ん

と
1

0
2
年

前
に

J

・
ボ

ル

デ

が

同
賞

を
受

賞
し

た
免
疫

の

働

き

の
解

明

に

よ

る

も

の

で

す
。

2

0
0

0
年
代

初
頭

、
ガ

ン
免
役
療
法
は
正
当
な
治
療
法

で
、
ひ
と
え
に
本
庶
先
生
の
熱

と
見
倣
さ
れ
て
お
ら
ず
、
多
く

意
と
努
力
の
賜
物
で
す
。

の
研
究
者
が
こ
の
分
野
に
見
切

一
般
に
、
自
然
科
学
の
分
野

り
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。
P
D

に
お
け
る
研
究
が
運
良
く
陽
の

-
1
と
P
D
l
L
1
の
結
合
に
よ

目
を
見
る
の
に
は
時
間
が
か
か

る
ブ
レ
ー
キ
機
構
を
解
除
す
れ

り
ま
す
。
そ
れ
で
も
研
究
を
続

ば
、
が
ん
免
疫
を
活
性
化
さ
せ

け
る
の
は
、
誰
も
や
っ
て
い
な

科
学
技
術
の
開
発
の
ス
ピ
ー
ド

理
学
同
窓
会

会

長

浅

野

安

人

翻
鶴
韓
蠣
漿

鎧
簸
雛
初嘉

明
か
し
て
ゆ
く
こ
と
の
醍
醐
味

の
新
薬
発
売
に
た
ど
り
着
い
た

の
は
十
数
年
後
の
2
0
1
4
年

に
取
り
付
か
れ
る
か
ら
で
し
ょ

の
こ
と
で
す
。
こ
れ
で
も
新
薬

う
ね
。
生
理
学
の
分
野
に
は
ま

発
売
ま
で
の
開
発
が
早
い
ほ
う

だ
ま
だ
興
味
深
い
事
柄
が
た
く

●

さ
ん
埋
も
れ
て
い
る
よ
う
で

・

す
。

●

オ
シ
ム
元
日
本
代
表
サ

ッ

・●

カ
i
監
督
の
日
本
代
表
選
手
へ

●

の
今
年
の
新
年
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

・

に

「良
か
れ
と
思
っ
た
こ
と
を

・

求
め
続
け
て
い
く
。
模
倣
し
て

●

も
の
ご
と
を
複
雑
に
す
る
の
で

・

㎞鐵

講

畿

考
え
に
基
づ
き
な
が
ら
。
1

●

必
ず

前

へ
と
進

む

こ
と
、

で
き

・

蹟
襲
牡
新
菰

大
事
だ
。
」
と
い
う
の
が
あ
り

・

ま
す
。
こ
れ
は
、
科
学
技
術
の

●

開
発
の
た
め
に
も
必
要
な
こ
と

・

で
は
な
い
で
し
・
う
粧

㎝

発
展
が
で
き
る
と
い
う
、
懐
の

深
い
と
こ
ろ
を
も
っ
て
い
る
と

手
前
勝
手
に
考
え
て
お
り
ま

す
。
ア
ベ
ユ
ー
イ
チ
さ
ん
に

「映
画
監
督
を
行
う
上
で
理
学

部
で
学
ん
だ
こ
と
で
何
か
役
に

立
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
」
お

聞
き
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、

「ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た

が
、
し
い
て
あ
げ
れ
ば
特
撮
の

セ
ッ
ト
を
作
る
と
き
に
役
立
っ

た
程
度
か
な
」
と
の
こ
と
で
し

た
。理

学
部
卒
業
生
に
期
待
し
た

い
こ
と
と
し
て
は
、
や
は
り
静

大
理
学
部
で
学
ん
だ
基
礎
科
学

に
基
づ
い
て

「自
ら
疑
問
を
も

ち
、
考
え
、
自
ら
行
動
し
て
い

く
」
、
そ
し
て

「基
礎
な
く
し

て
発
展
な
し
」
の
精
神
で
が
ん

ば

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
現
在
は
ス
ピ
ー
ド

の
時
代
で
、
種
々
の
科
学
技
術

が
進
み
、
そ
の
恩
恵
に
私
た
ち

は
浴
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
基

礎
部
分
に
理
学
が
あ
り
、
ま
た

理
学
的
素
養
こ
そ
が
社
会
に
出

て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が

る
応
用
を
生
み
出
す
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
み
な
さ
ん
の
先
輩

た
ち
は
各
界
で
活
躍
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
評
価
の
な
か
で
非

常
に
粘
り
強
い
と
の
評
価
が
あ

り
ま
す
。
分
野
に
よ
っ
て
は

「ど
こ
で
も
は
び
こ
る
静
大

菌
」
と
の
椰
楡
も
い
た
だ
い
て

い
る
よ
う
で
す
。
学
び
は
大
学

だ
け
で
終
わ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
人
生
1
0
0
年
時
代

と
最
近
は
よ
く
聞
き
ま
す
が
、

学
び
は

一
生
続
き
ま
す
。
ぜ
ひ

先
輩
た
ち
に
続
い
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
静
岡
大
学
理
学
部

は
、
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
で
こ
れ

ま
で
十
分
で
は
な
い
と
評
価
さ

れ
て
い
た
国
際
化

・
グ
ロ
ー
バ

ル
化

の
教
育
に
対
応
す
る
た

め
、
ア
ジ
ア
の
留
学
生
を
対
象

と
し
た
ア
ジ
ア
ブ
リ
ッ
ジ
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
創
造
理
学

(グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
)
コ
ー
ス
を
設

置
し
教
育
研
究
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
学
部
内
で
留
学
生
や
外

国
籍
教
員
も
増
え
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化

へ
の
対
応
は
あ
る
程
度
進

ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
理
学
部
生

の
さ
ら
な
る
活

躍
、
海
外

へ
の
飛
躍
に
つ
な
が

れ
ば
と
期
待
を
し
て
お
り
ま

す
。
大
学
改
革
の
名
の
も
と
国

立
大
学
は
大
き
な
変
革
期
に
あ

る
の
は
事
実
で
、
本
当
に
厳
し

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

理
学
部
の
教
育
と
し
て
基
礎
科

学
を
重
視
す
る
姿
勢
は
変
え

ず
、
有
為
な
人
材
の
輩
出
に
務

め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
老
朽
化
が
進
み
、

安
全
衛
生
上
か
ら
の
大
き
な
懸

念
事
項
で
あ
っ
た
理
学
部
B
棟

(1
9
6
4
年
建
築
)
の
改
修

が
決
ま
り
、
2
0
2
0
年
春
に

は
新
し
い
B
棟
に
生
ま
れ
変
わ

る
の
は
大
変
う
れ
し
い
こ
と
で

す
。
新
入
生
そ
し
て
O
B

・
O

G
の
み
な
さ
ん
を
新
し
い
B
棟

で
お
迎
え
で
き
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
卒
業
生
、
修
了
生

に
私
た
ち
は
自
信
を
持
っ
て
い

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
活
躍

の
知
ら
せ
を
待

っ
て
お
り
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
が
ん
ば
っ
て

い
る
姿
を
静
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
に

み
せ
て
ほ
し
い
し
、
ま
た
悩
み

が
あ
れ
ば
来
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
理
学
部
教
職
員

一

同
待

っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
理
学
同
窓
会
か
ら

の
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

静岡大学理学同窓会総会
科学講演会 ・懇親会の開催のご案内

11月下旬 に開催され ます静岡地区静大祭 に合わ

せて、理学同窓会総会および理学同窓会主催の

科学講演会を開催します。

日 時 書平成31年11月16日(土)13時 より

会 場 書理学部A棟2階 大会議室(A209)

理学同窓会総会13:00～13:40

科 学 講 演 会14:00～15:30

詳細は、同窓会のHPに 掲載 します。

懇 親 会16:00～17:30会 費1000円

理学同窓会は、各卒業年度の同窓会開催のお手

伝いを します。左記の同窓会事務局までご連絡

ください。

静岡大学理学同窓会事務局

e-mail:scialm@shizuoka.ac.jp

http://www.shizuoka.ac.jp/alumni/index.html

静岡大学理学同窓会 ・中部支部

第2回 総会 ・懇親会のご案内

一昨年の静岡大学全学同窓会名古屋地区交流会におきまして、静岡大学
理学同窓会 ・中部支部が発足しました。今年、下記の要領で第1回 総会 ・

懇親会を開催します。皆様お誘いあわせの上ご参加ください。
中部支部支部長 浦野功三

±爲欝匿ビル評ン"
■ ■炉ニン些塵

繋鷲
醐

■ モード攣闘

由 」蝋
名銭 ■

 

覗
.轟

.…

藷

日 時:平 成31年6月16日{日114時30分 ～

総 会 会 場:「 ウイ ン クあ いち」1309会 議 室

※名 古屋 市 中村 区名駅4丁 目4-38

懇 親会 会 場:名 古屋 「百楽 」16時30分 ～

懇 親会 会 費:6,000円(飲 み放題 】

参加 申込 先:静 岡大 学理 学同窓 会事 務局

e-mail:scialm@shizuoka.ac.jp

FAX.054-238-3081

※ご連絡いただいた方に会費の振込用紙をお送りします。

第6回 静 岡大学理学同窓会(東 京)

総会 ・講演会 ・懇親会 の開催案 内

理学部同窓生、文理学部同窓生、地学履修
コース 。地球科学科同窓生の多数のご参加

をお待ちしております

日時:2019年6月15日(±)12:30～19:00

会場:東 海大学校友会館
(霞が関ビル35階 、諏訪の間)
田診03-3521-0121

理学同窓会東京支部総会と講演会
地学同窓会総会と講演会

静岡大学全学同窓会交流会

主催:静 岡大学理学同窓会東京支部

静岡大学 地学同窓会
東京交流会実行委員会

【会 費】10,000円(当 日支払)

【参加申込み先】(申込〆切り:5月14日(月)
詳細は第2面 及びチラシをご参照ください
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新
任
教
員

地
球
科
学
科教

授

川
本
竜
彦

学

歴

1
9
8
2
年

高
知
学
芸
高
校

卒
業

1
9
8
6
年

京
都
大
学
理
学

部
卒
業

1
9
9
2
年

京
都
大
学
理
学

研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了

職

歴
1
9
9
2
年

日
本
学
術
振

興
会
特
別
研
究
員

(東
京
大
学

理
学
部
)、
1
9
9
4
年

日
本

学
術
振
興
会
海
外
特
別
研
究
員

(ア
リ
ゾ
ナ
州
立
大
学
)
、
1
9

9
6
年

ア
リ
ゾ
ナ
州
立
大
学

研
究
員
、
1
9
9
7
年

バ
イ

エ
ル
ン
地
球
研
究
所
研
究
員
、

京
都
大
学
理
学
研
究
科
研
究

員
、
1
9
9
8
年

京
都
大
学

理
学
部
助
手

(地
球
熱
学
研
究

施
設
)
、
2
0
0
4
年

パ
リ
第

7
大
学
客
員
教
授
、
2
0
0
5

年

ブ
レ
ー
ズ
パ
ス
カ
ル
大
学

客
員
教
授
、
2
0
0
7
年

京

都
大
学
理
学
部
助
教
を
経
て
2

0
1
8
年
H
月
よ
り
静
岡
大
学

理
学
部
教
授

専
門
分
野

地
質
学
。
海
水
と
マ
ン
ト
ル

の
反
応
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

マ
ン
ト
ル
の
鉱
物
に
含
ま
れ
る

流
体
包
有
物
の
化
学
種
を
市
販

の
ラ
マ
ン
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
装
置

を
使
い
同
定
し
、
顕
微
鏡
下
で

の
凝
固
点
降
下
を
利
用
し
て
流

体
包
有
物
の
塩
濃
度
を
推
定
し

ま
す
。
同
じ
手
法
で
海
底
の
堆

積
物
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
海
水

を
調
べ
る
こ
と
で
、
過
去
の
海

水
の
塩
濃
度
を
推
定
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

近

況
焼
津
に
小
学
校
3
年
生
ま
で

住
ん
で
い
ま
し
た
。
母
方
の
墓

は
長
沼
で
、
新
静
岡
セ
ン
タ
ー

か
ら
電
車
で
出
か
け
て
い
ま
し

た
。
静
大
キ
ャ
ン
パ
ス
は
私
の

叔
母
が
4
年
生
の
時
に
完
成
し

た
も
の
だ
そ
う
で
す
。
45
年
振

り
に
静
岡
の
町
を
歩
い
て
い
ま

す
。

趣

味
50
才
を
前
に
し
て
宝
塚
歌
劇

団
に
文
字
通
り
は
ま
り
ま
し

た
。
舞
台
に
立
つ
団
員
は
宝
塚

音
楽
学
校
を
卒
業
後
、
歌
劇
団

に
入
団
し
ま
す
が
、
生
徒
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
研
究
科
○
年

と
学
年
が
上
が
っ
て
い
く
仕
組

み
で
学
校
と
同
じ
で
す
。
宝
塚

の
好
き
な
と
こ
ろ
の

一
つ
は

「
本
人
比
」
で
す
。
歌
、
芝

居
、
ダ
ン
ス
、
化
粧
な
ど
が

「う
ま
く
な

っ
た
」
と
表
現
さ

れ
ま
す
が
、
す
べ
て
は

「本
人

比
」
で
す
。
な
に
か
基
準
が
あ

る
わ
け
で
も
、
だ
れ
か
と
比
べ

る
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ん

ど
ん
成
長
し
続
け
る
な
ん
て
素

晴
ら
し
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
?
私
も
そ
う
あ
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

第6回 静岡大学理学同窓会(東 京)総 会 ・講演会 ・懇親会の開催案内

第4回 静岡大学地学同窓会 総会 ・講演会 ・懇親会の開催案内

第3回 東京交流会の開催案内

理学部同窓生 、地学履修 コース ・地球科学科同窓生の多数の ご参加をお待ち してお ります。

日 時:2019年6月15日(土)13時 ～19時

会 場3東 海大学校友会館(霞 が関 ビル35階)盈03-3521-0121

2013年 に理学 同窓会東京支部が立ち上が り、2014年5月24日(土)に 第1回 理学同窓会東京支部同窓会が開

催されましたが 、それから早5年 が過ぎようとしております。地学関係の同窓生は、これまで理学同窓会の中

で懇親を深めておりましたが、4回 実施された理学 同窓会において、毎回、最大の出席者数を誇 ってお り、そ

のため地学同窓会が2017年 に静岡で第1回 を立ち上 げました。本年は地右京交流会が開催されますのでそれ と

併せて東京支部 同窓会を、静岡大学地学 同窓会と合同で、下記 の要領で開催いた したく存 じます。

記

名:

総

日:

会:

会:

第5回 静岡大学理学同窓会(東京)静 岡大学地学同窓会
会 ・講演会 ・懇親会および第3回 東京交流会

スケジュール:12:30

第1部

13:00主 催者等挨拶

13:05理 学同窓会東京支部 総会

13:15地 学同窓会 総会

13:30講 演1;未 定

2019年6月15日(土)12:00～19:00

東海大学校友会館(霞 が関ビル35階 、諏訪の間)鯉03-3521-0121

10,000円(交 流会会費、東京支部運営費)

受付開始13:00

諏訪の間 開始

(理学同窓会東京支部長、理学同窓会長ほか)

終了後、集合写真を撮ります。

 

定

演

未

講

称

時

場

費

2

50

演

:

講

14

5:00第3回 全学同窓会東京交流会

7:00懇 親会(～19:00)各 種催しを検討 しています

主催3静 岡大学理学同窓会 東京支部・静岡大学地学同窓会・東京交流会実行委員会
【参加申込み先】(申 込〆切 り:5月14日(月))次 の2通 りがあります。

1)理 学同窓会から郵送またはメールで案 内が届いたケース:

理 学 同窓 会 事務 局 松 浦 有里 子 へ 連絡 願 い ま す 。

メ ール:scialm@shizuoka.ac.jp

2)東 京支 部 幹 事 か らメ ー ル に て案 内 が届 いた ケ ー ス:

理 学 同窓 会 東京 支 部 事 務 担 当

メ ール:nobuhiroadachiO805@gmail.com

3)地 学 同窓 会 幹 事 竹 内 真 司

TEL:+81-3-5317-9311

FAX:054-238-4791又 は住 所 変更 連 絡 はが き

足立信広へ連絡願います。

〒156-8550世 田 谷 区桜 上 水3-25-40

Emailtakeuchi.shinji@nihon-u.ac.jp

日本大学文理学部地球科学科

理学同窓会東京支部長 藤岡換太郎

静岡大学理学部同窓会会計報告(平 成29年度)

一般会計2018年9月30日

収入の部 前年度繰越金 2,659,233

終身会費肛29年 度) 400,000

終身会費但30年 度) 3,320,000

寄付 472,932

記念誌発行 0

名簿代 0

受取利息 5

雑収入 207,000

合 計 7,059,170

支出の部 印刷費 2,038,867

通信費 1,790,967

会議費 ・旅費交通費 1,650,425

事務用品 ・雑費 13,703

送金手数料等 34,462

備品代 ・修理費 17,297

理学部教育支援 792,600

事務手数料 90,000

本部総会費 122,749

東京支部活動費 但29) 360,000

中部支部活動費 但29} 38,740

その他支部活動費 27,552

全学同窓会負担金 0

慶 弔費 ・そ の他 65,072

合 計 7,042,434

差 引 残 高 16,736

備考

昨年の総会で、会計年度の期 間が10月1日 から翌年の9月30日

に変更になったため、今回は1年半分が会計報告されます。

雑 収 入:1.名 古 屋地 区交 流会 会 費56,000、2.中 部 地 区 総

会 会 費30,000、3.浜 松 開催 交 流 会88,000、4.数 学 科 総 会 ・

祝 賀 会13,000、

印 刷 費:L卒 業研 究 抄 録集(650部)617,760、2.卒 業研

究 抄 録集(追 記 版15部)164,160、3.会 報 印 刷(9000部)

845,640、 生 は が き ・封 筒233,885

通 信 費:会 報 送 付 メー ル 便(旺29)651,356、 会 報 送 付

メー ル便(H.30)725,897、

会議費 ・旅費交通費:L名 古屋地区交流会379,613、2.浜

松 開催交流会準備委員会77,256、3.東 京支部総会

231,500、4.中 部 支 部 総 会 ・他113,478、5.そ の 他171,620

理学部教育支援:L特 別講座支援(平 成29年 度)

350,000、(平 成30年 度)100,000、2.超P新 入 生 奨学 金(平 成

29年 度)178,530、(平 成30年 度)164,070

以上報告 いた します。

平成30年9月30日

会計担当理事 赤星 順一

監査の結果、報告のとお り相違 ありません。

監 査 松山 初男

監 査 野口 和廣

創
立
百
周
年
に
向
け
て

理
学
部
・
理
学
系
大
学
院
へ
の

教
育
支
援
の
寄
付
の
お
願
い

来
る
2
0
2
2
年
8
月
24
日

に
、
静
岡
大
学
理
学
部
と
人
文

社
会
科
学
部
は
旧
制
静
岡
高
等

学
校
の
創
立
か
ら
数
え
て
百
年

目
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
、
理
学

部
B
棟
の
更
新
の
時
期
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
期
に
、

記
念
事
業
と
し
て
、
理
学
部
教

育
設
備

・
機
器
の
更
新
を
行
い

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

科
学
技
術
の
進
歩
に
伴
い
こ

れ
ま
で
未
知
だ
っ
た
様
々
な
事

象
が
解
明
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
昨
今
で
す
が
、
同
窓
生
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
各
分

野
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。
静
岡
大
学
に
お
い
て
も
教

育
学
部
の
定
員
削
減
に
伴
い
、

創
造
理
学

(グ

ロ
ー
バ
ル
人
材

育
成
)
コ
ー
ス
を
設
け
、
理
科

志
望
の
学
生
を
受
け
入
れ
る
な

ど
理
学
部
の
重
要
性
は
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

文
部
科
学
省
の
基
礎
研
究
へ
の

配
分
が
少
な
く
、
か
つ
実
績
重

視
の
た
め
、
教
育
に
か
か
る
父

母
の
負
担
が
高
く
な
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
実
験
や
実
習

を
減
ら
し
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ

と
で
は
、
未
来
の
科
学
者
を
育

成
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
静

岡
大
学
の
理
科
教
育
の
向
上
を

は
か
り
、
未
来
に
続
く
大
学
の

礎
を
作
る
た
め
に
も
、
同
窓
生

の
皆
様
方
の
絶
大
な
る
ご
支
援

が
今
必
要
で
す
。

同
封
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
振

替

口
座

払

込
票

加

入
者

名

静

岡
大

学

理
学

同
窓
会

ロ
座
番

号

O
O
°。
8

-
轟
-
8
ミ

0
【※
ご

を
ご
利
用
に
な
り
、
ご
送
金
く

だ
さ
い
。
金
額
は
3
千
円
か
ら

で
結
構
で
す
。
寄
付
目
的
欄
の

「□
そ
の
他
」
の
欄
に

「創
立
1
0
0
周
年
記
念
事
業

寄
付
」

と
印
刷
し
た
も
の
を
お
送
り
し

ま
す
。
理
学
部
と
は
、
大
学
院

総
合
科
学
技
術
研
究
科
理
学
専

攻
、
創
造
科
学
大
学
院
の
理
科

系
コ
ー
ス
も
含
み
ま
す
。
な

お
、
お
手
許
に
振
替
口
座
払
込

票
(※
Vが
な
い
場
合
は
同
窓
会

事
務
局
ま
で
メ
ー
ル
か
電
話
に

て
ご

一
報
く
だ
さ
い
。
事
務
局

よ
り
お
送
り
し
ま
す
。
電
話
は

留
守
電
機
能
つ
き
で
す
の
で
、

不
在
の
場
合
は
、
氏
名
と
電
話

番
号
を
ご
伝
言
願
い
ま
す
。
理

学
部
の
事
務
課
総
務
係
で
も
伝

言
は
受
付
け
ま
す
。

同
窓
生
諸
氏
の
暖
か
い
ご
支

援
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

静
岡
大
学
理
学
同
窓
会
会
長

浅
野
安
人

静

岡
大

学

理
学

同
窓
会

事
務

局

静

岡
市

駿

河
区

大
谷

。。
。。
a

静

岡
大

学

理
学

部
自

O
㎝
⊥

の
巳
巴
目
◎
旨

μ国
ロ
島
p

き
゜
甘

目
甲

゜
＼
聞
夷
6

置
-
器

。゚1
°。
O
°。
一
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数
学
科
の
活
動

平
成
30
年
度
活
動
報
告

数
学
科

鈴
木
信
行

長
年
本
学
数
学
科
で
研
究
教

育
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
板
津

誠

一
先
生
が
、
平
成
30
年
3
月

に
ご
退
職
な
さ
い
ま
し
た
。
板

津
先
生
に
ご
指
導
を
い
た
だ
い

た
同
窓
生
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
を
記
念
し
、
板
津
先

生
を
囲
ん
で
の
数
学
科
同
窓
会

が
6
月
16
日
に
理
学
部
大
会
議

室
に
て
開
か
れ
ま
し
た
。
残
念

な
が
ら
私
は
所
用
で
出
席
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
多
く
の
同

窓
生
が
集
ま
っ
て
昔
話
に
も
花

1舘

脂
1

浩
I

l
冑

≡:
■

ロ
H

i口

が
咲
き
、
大
変
ご
盛
会
だ
っ
た

と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

7
月
8
日
に
は
、

「理
学
部

同
窓
会
寄
付
講
義
」

(総
合
科

学
技
術
研
究
科
理
学
専
攻
の
正

式
な
授
業
科
目
)
の
一
環
と
し

て
、
本
学
理
学
部
数
学
科
を
昭

和
58
年
に
卒
業
さ
れ
た

嶋

照
生
先
生

(静
岡
県
立
富
士
宮

西
高
等
学
校
校
長
)
に
お
話
し

頂
き
ま
し
た
。
ご
演
題
は

「高

校
の
教
員
に
な
ろ
う
!
」
で
、

と
て
も
評
判
が
良
く
、
あ
り
が

た
か
っ
た
で
す
。
数
学
科

・
数

学
コ
ー
ス
で
は
教
員
志
望
の
諸

君
が
多
い
事
も
あ
っ
て
か
と
も

思
わ
れ
ま
す
が
、
聴
講
し
て
お

り
ま
し
た
私
も
参
考
に
な
る
内

容
で
し
た
。
さ
ら
に
他
学
科

・

他
コ
ー
ス
の
学
生
諸
君
か
ら
も

大
変
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
静

岡
大
学
理
学
部
同
窓
会
と
数
学

科
出
身
の
卒
業
生
の
み
な
さ
ま

に
感
謝
す
る
次
第
で
す
。
ま

た
、
講
演
を
し
て
い
た
だ
け
る

方
を
引
き
続
き
募
集
し
て
お
り

ま
す
。
ご

一
報
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

ま
た
、
教
員
志
望
に
関
連
し

て
で
す
が
、
1
月
9
日
に

「教

職
合
格
者
体
験
談
話
会
」
を
行

い
ま
し
た
。
教
員
採
用
試
験
の

合
格
者
か
ら
体
験
談
を
し
て
も

ら
う
も
の
で
、
平
成
25
年
度
か

ら
行
わ
れ
て
お
り
、
今
回
で
四

回
目
と
な
り
ま
す
。
教
職
志
望

の
諸
君
に
は
、
実
際
の
合
格
者

で
あ
る
先
輩
か
ら
の
具
体
的

・

実
践
的
な
話
を
直
接
聞
く
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
評
判
い
い
よ

う
で
す
。
参
加
者
も
多
数
あ
り

ま
し
た
。

2
月
12
日
に
は
、
修
士
論
文

発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
の
修
了
者
は
8
名

で
し

た
。以

上
、
簡
単

で
す
が
数
学

科

・
数
学
コ
ー
ス
か
ら
の
近
況

報
告
と
い
た
し
ま
す
。
卒
業

生

・
修
了
生
の
今
後
の
ご
発
展

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

物
理
学
科
の
活
動

平
成
30
年
度
活
動
報
告

物
理
学
科

佐
藤
信

一

教
員
に
関
す
る
近
況
と
し
て

は
、
岡
俊
彦
先
生
が
H
29
年
度

後
期
か
ら
H
30
年
度
前
期
の
研

修
で
海
外
で
の
研
究
活
動
を
行

わ
れ
た
以
外
に
は
大
き
な
異
動

は
あ
り
ま
せ
ん
。
物
理
学
科
生

に
加
え
て
創
造
理
学
コ
ー
ス
で

物
理
学
を
選
択
し
た
学
生
と
と

も
に
、
学
科
事
務
の
村
松
さ
ん

の
助
け
を
借
り
な
が
ら
、
ス

タ
ッ
フ
一
同
、
物
理
学
科
の
運

営
、
教
育
と
研
究
に
励
ん
で
い

ま
す
。
H
28
年
に
創
設
さ
れ
た

創
造
理
学
コ
ー
ス
は
、
入
学
か

ら
1
年
間
を
か
け
て
じ
っ
く
り

と
専
門
分
野
を
決
定
す
る
コ
ー

ス
で
、
2
年
進
級
時
に
専
門
を

選
択
し
ま
す
。
物
理
学
を
選
択

し
た
創
造
理
学
コ
ー
ス
生
は
H

30
年
度
で
は
2
年
生
6
名
、
3

年
生
4
名
で
す
。
創
造
理
学

コ
ー
ス
生
を
迎
え
た
こ
と
は
物

理
学
科
生
に
も
よ
い
刺
激
に

な

っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。
卒
業
生
の
進
路
に
関
し
て

は
、
求
人
状
況
は
引
き
続
い
て

好
調
を
維
持
し
て
お
り
、
H
25

年
～
H
29
年
の
過
去
5
年
間
で

2
2
3
名
の
卒
業
生
を
送
り
出

し
ま
し
た
。
内
訳
は
大
学
院
進

学

1

8

0

名

(
全

体

の

48

%
)

、

一
般
企
業

69
名

(31
%
)、
教
員

・
公
務
員
21
名

(9
%
)、
そ
の
他
25
名
(11
%
)

で
す
。
ま
た
、
物
理
学
科
卒
業

生
で
あ
る
電
気
通
信
大
学
の
津

田
卓
雄
先
生
を
大
学
院
の
同
窓

会
寄
付
講
座
の
講
師
と
し
て
お

招
き
し
、

「光
リ
モ
ー
ト
セ
ン

シ
ン
グ
に
よ
る
地
球
超
高
層
大

気
の
観
測
」
に
つ
い
て
の
講
義

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

活
発
な
質
疑
も
あ
り
、
在
学
生

と
先
生
と
の
交
流
の
時
間
を
も

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

科
学
の
最
先
端
の
話
題
を
市

民
向
け
に
紹
介
す
る
サ
イ
エ
ン

ス
カ
フ
ェ
で
は
、
H
28
年
か
ら

H
31
年
3
月
現
在
ま
で
、
弓
削

達
郎
先
生

「悪
魔
の
物
理
学
-

情
報
熱
力
学
入
門
」
、
阪
東

一

毅
先
生

「光
微
小
共
振
器
～
ナ

ノ
サ
イ
ズ
の

「合
わ
せ
鏡
」

～
」
、
三
重
野
哲
先
生

「小
惑

星
衝
突
に
よ
る
破
壊
と
創
造

(ガ
ス
銃
を
用
い
た
衝
突
模
擬

実
験
)
」
、
土
屋
麻
人
先
生

「重
力
と
量
子
論
の
融
合

～

新
し
い
時
空
概
念
の
探
求
～
」

の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
統

計
力
学
の

「マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ル

の
悪
魔
」
の
問
題
が
情
報
の
熱

力
的
な
意
味
を
考
え
る
こ
と
で

解
明
さ
れ
た
話
題
か
ら
重
力
と

量
子
論
の
融
合
に
関
す
る
こ
と

ま
で
幅
広
い
話
題
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

化
学
科
の
活
動

平
成
30
年
度
活
動
報
告

化
学
科

大
吉
崇
文

化
学
科
は
、
昨
年
末
よ
り
学

科
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(三
弓
"＼＼
ヨ
ミ
』
〇一』
三
Nロol

囹

騨ρ
甘
、
島
①ミ
器
ミ
一〒

α①ド
三
巨
)
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
て
、
内
容
を
見
や
す
く
、
か

つ
学
科
全
体
や
各
研
究
室
の
活

動
を
わ
か
り
や
す
く
公
開
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
特

に
、
今
年
度
す
で
に
物
理
化
学

や
有
機
化
学
、
無
機
化
学
や
生

化
学
の
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
多
く

の
論
文
が
提
出
さ
れ
、
そ
の
一

部
が
静
岡
新
聞
な
ど
に
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
計
4
名

の
学
生
の
学
会
発
表
が
表
彰
さ

れ
、
日
頃
の
研
究
成
果
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

る
研
究
室
に
は
、
通
常
4
年
生

か
ら
学
生
は
配
属
さ
れ
て
お

り
、
研
究
活
動
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
大
学
入
学
後

の
早
い
時
期
か
ら
先
端
的
な
研

究
を
先
取
り
し
て
体
験
で
き
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
本
学
科
に
は
あ

り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
1
年

次
後
期
か
ら
2
年
次
前
期
の
学

生
を
対
象
と
し
て
、
希
望
者
を

募
っ
て
早
期
研
究
室
体
験
プ

ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

希
望
す
る
研
究
室
に

一
定
期
間

配
属
し
て
、
普
段
の
講
義
で
は

味
わ
え
な
い
研
究
活
動
を
体
験

す
る
こ
と
で
、
知
的
好
奇
心
が

刺
激
さ
れ
て
、
学
習
意
欲
が
向

上
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。ま

た
近
年
、
大
学
の
国
際
化

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
化

学
科
で
は
平
成
28
年
10
月
か
ら

ア
ジ
ア
ブ
リ
ッ
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム

(A
B
P
)
の
留
学
生
の
受
け

入
れ
を
始
め
て
か
ら
2
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
平
成
28
年
に
本

コ
ー
ス
の
修
士
課
程
に
入
学
し

た
学
生
は
、
文
化
の
違
い
な
ど

で
い
ろ
い
ろ
と
苦
労
し
た
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
し
た
が
、
日
本
、

さ
ら
に
静
岡
に
徐
々
に
慣
れ
て

い
き
、
勉
強
や
研
究
に
取
り
組

む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
留
学
生
の
存
在
に
日
本
人

の
学
生
も
刺
激
さ
れ
て
、
よ
い

相
乗
効
果
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

当
該
学
生
は
、
本
年
10
月
に
本

コ
ー
ス
の
修
士
課
程
を
無
事
修

了
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
本
年

10
月
に
新
た
に
A
B
P
に
よ
り

1
名
の
留
学
生
が
本
修
士
課
程

に
入
学
し
て
、
勉
強
や
研
究
を

頑
張

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

最
後
に
、
理
学
同
窓
会
が
末

長
く
ご
繁
栄
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
、
化
学
科
の
紹
介
を
終

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

生
物
学
科
の
活
動

平
成
30
年
度
活
動
報
告

生
物
科
学
科

小
池

亨

平
成
30
年
3
月
に
は
学
部
40

名
、
修
士
課
程
14
名
が
卒
業

・

修
了
し
ま
し
た

(平
成
29
年
度

卒
業

・
修
了
)
。
学
部
卒
業
生

の
う
ち
12
名
の
就
職
希
望
者
は

全
員
が
就
職
し
、
他
28
名
全
員

が
大
学
院

へ
と
進
学
し
て
お

り
、
そ
の
う
ち
15
名
が
静
岡
大

学
の
総
合
科
学
技
術
研
究
科
理

学
専
攻
の
生
物
科
学
コ
ー
ス
へ

と
進
学
し
ま
し
た
。
大
学
院
へ

の
進
学
率
は
、
学
士
課
程
を
卒

業
し
た
理
学
部
の
学
生
の
全
国

平
均

(約
43
%
}
よ
り
も
極
め
て

高
い

(
70
%
)
の
が
特
徴
で

す
。
ま
た
、
修
士
課
程
修
了
生

の
う
ち
12
名
の
就
職
希
望
者
は

全
員
が
就
職
し
、
他
の
一名
は

静
岡
大
学
の
創
造
科
学
技
術
大

学
院

(博
士
後
期
課
程
)
に
進

学
し
ま
し
た
。
就
職
は
、
学
部

と
修
士
を
合
わ
せ
る
と

一
般
企

業
へ
の
就
職
が
21
名
、
公
務
員

1
名
、
教
員
2
名
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
30
年
9

月
に
は
A
B
P
プ

ロ
グ
ラ
ム
で

修
士
課
程
に
在
籍
し
て
い
た
1

名
の
外
国
人
留
学
生
が
修
了

し
、
そ
の
学
生
は
創
造
科
学
技

術
大
学
院

へ
と
進
学
し
ま
し

た
。平

成
30
年
度
に
は
、
学
部
学

生
と
し
て
47
名

(A
B
P
プ
ロ

グ
ラ
ム
2
名
の
学
部
留
学
生
を

含
む
)
、
修
士
課
程
の
学
生
と

し
て
先
に
述
べ
た
15
名
、
お
よ

び
A
B
P
プ

ロ
グ
ラ
ム
修
士
留

学
生
5
名

(H
29
年
10
月
入
学
)

を
新
た
に
受
け
入
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
に
入
学
し
た
創
造

理
学

(グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育

成
)
コ
ー
ス
の
学
生
の
う
ち
4

名
が
、
生
物
系
を
専
門
分
野
と

し
て
選
択
し
、
2
年
生
に
な
る

平
成
30
年
度
か
ら
生
物
科
学
科

に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
多
様
な

経
路
で
生
物
科
学
科

・
生
物
科

学
コ
ー
ス
の
一
員
と
な
っ
た
学

生
の
皆
さ
ん
が
、
活
気
を
持
っ

て
勉
学

・
研
究
に
勤
し
ん
で
い

る
様
子
が
伺
え
ま
す
。

生
物
科
学
科
の
3
年
生
は
、

12
月
末
ま
で
の
週
4
日
、
午
後

を
丸
々
使

っ
て
行
わ
れ
る
3
年

実
習
を
終
え
る
と
、
1
月
に
は

卒
業
研
究
を
行
う
研
究
室
配
属

の
内
定
を
受
け
ま
す
。
平
成
31

年
1
月
に
は
、
創
造
理
学
コ
ー

ス
の

一
期
生
の
4
名
も
生
物
科

学
科
の
一
員
と
し
て
同
様
に
内

定
を
受
け
ま
し
た
。
4
年
生

は
、
例
年
2
月
の
中
旬
に
卒
業

研
究
の
発
表
会
を
行
い
ま
す
。

近
年
は
、
ス
ラ
イ
ド
3
枚
を
用

い
た
3
分
間
で
の
口
頭
発
表
を

全
員
が
行

っ
た
後
、
ポ
ス
タ
ー

発
表
を
別
会
場
に
て
行
う
と
い

う
形
式
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
発
表
の
中
か
ら
、
教

員
の
投
票
に
よ
り
学
科
長
賞

(ベ
ス
ト
ポ
ス
タ
i
賞
)
が
選

ば
れ
授
与
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

修
士
論
文
発
表
会
も
同
様
に
2

月
の
中
旬
に
行
わ
れ
、
現
在
は

20
分
の
口
頭
発
表
の
後
、
10
分

間
の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま

す
。
こ
ち
ら
も
、
教
員
の
投
票

に
よ
り
コ
ー
ス
長
賞

(ベ
ス
ト

発
表
賞
)
が
選
ば
れ
授
与
さ
れ

ま
す
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
も
こ

う
し
た
時
の
ド
キ
ド
キ

・
ワ
ク

ワ
ク
感
を
、
今
で
も
覚
え
て
い

ら

っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
?

近
々
、
主
な
講
義
室
が
あ
る

理
学
部
B
棟
が
改
修
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
31
年

度
末
に
は
新
し
く
な
っ
た
講
義

室
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
と

思
い
ま
す
。
今
年
は
静
岡
大
学

設
立
70
周
年
と
な
り
ま
す
。
卒

業
生
の
皆
様
に
は
、
ぜ
ひ
同
窓

会
な
ど
の
機
会
に
母
校
に
足
を

お
運
び
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

地
球
学
科
の
活
動

平
成
30
年
度
活
動
報
告

地
球
科
学
科

三
井
雄
太

2
0
1
8
年
度
の
理
学
部
地

球
科
学
科

(学
科
長

・
森
下
祐

一
教
員
)
は
、
道
林
克
禎
教
員

の
名
古
屋
大
学

へ
の
転
出
に
伴

い
、
教
員
13
名

の
体
制
で
始

ま
っ
た
。
年
度
途
中
で
、
1
件

の
教
員
人
事
が
行
わ
れ
た
。
選

考
の
結
果
、
11
月
1
日
付
で
、

川
本
竜
彦
教
員
が
京
都
大
学
よ

り
着

任

し
た

。

こ
の
他
、

理

学

部

創

造

理

学

コ
ー

ス

担

当

の

O
自

O
即
o、
一教

員
、
防

災
総

合

セ

ン
タ
ー

の
原

田
賢
治

教
員

が

、

学
部

生

の
教
育

に
携

わ

っ
て
い

る

。年

度
初

め

に
は
、

学
部

の
新

入

生
と

し

て
45
名
、

大
学

院
修

士

課
程

の
新

入
生

と
し

て

=
名

を

迎
え

た
。
今

年
度

に
本

学

科

で
あ

っ
た
主

な
出
来

事

を
、

学

科

の
ぎ

σ
ペ
ー

ジ
か

ら

抜
粋

し

て
、
以
下

、
時

系

列
順

に
記

載

す

る
。

4
月

28
日

に
は
、

北
村

晃
寿

教

員

の

共

著

論

文

「
H
げ
①

コ

一
〇
〇
〇
昌
0

8

話
8

三

三

。゚
ε

曼

o
h

島
①

図
霞

o
旨

μ
o

き
O
目
・゚
岳
三

目
醇

9

ほ
①
巳

。゚
　

卑
目
巳

ニ
ー
實

o
越

8
實

8
9

」

が

「写

o
σq
同
霧

。゚

ぎ

国
母

島

雪

Ω

コ

碧
①
冨
量

ω
9

0
口
o
o
」

誌

の

「冒

o

寓
o
の
一

〇
ニ
o
Ω

国
ロ
自

者

禦

号

N
9
°。」

を

受

賞

し
た

。

6
月

20
日

に
は
、

三
井

雄

太

教

員

の
論

文

弓

自

。゚
ぎ

一
〇

〇
〇
冥
巴

9

μ8

σ
㊥
ヨ
O
自

き
記

巴

αq
冨
く
陣
昌

o
冨
巨
σq
①

き

ユ

い冨

=
9

冨

艮
σq
;
自

Ω

。゚
①
房
巳

o
二
嘱

冨

9

讐

・゚
昌

含
o
=
8

N
8
0

耳

。゚
自

討
8

ぎ
巴
」

が

「
°。
宮

ぎ
σq
自

審

言
冨
」

社

の

「
O
げ
き
σq
①

導
①

ぎ

『
三

N
9

。。
」

キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
に
選

出

さ

れ
た

。

7
月

13
日

に
は
、

木
村

浩

之

教

員
が
、

第

4
回

日
本
微

生

物

生

態

学

会

奨

励

賞

を

受

賞

し

た

。8
月

2
日

に
は
、

静

岡
大

学

地
球

科
学

研
究

報
告

の
45
号

が

出
版

さ

れ
た

。

2
月

15
日
付

で
、

2
0

1
9

年
度

10
月

1
日
以
降

着
任

の
教

員

公
募

(准
教

授
、

講
師

、

ま

た

は

助

教

1
名

)

が

始

ま

っ

た

。
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2
0
1
8
年

ノ
ー
ベ
ル
生
理
学

●

医
学
賞

が
ん
免
疫
療
法

2
0
1
8
年

の
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学

・
医
学
賞
は
京
都
大
学

の
本
庶
佑
特
別

教
授
と
米
国
テ
キ
サ
ス
大
学

の
ア
リ
ソ
ン

(』
血日目
O
o陰

り
゜

〉
一
一
帥
ω
O
昌
)
教
授

の

受
賞
が
決
ま

っ
た
。
本
庶
氏
と
ア
リ
ソ
ン
氏
は
、
体
の
中
で
働
く
免
疫
機
構

に
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
る
仕
組
み
を
そ
れ
ぞ
れ
発
見
。
抗
体
を
使

っ
て
ブ
レ
ー

キ
を
解
除
す
る
こ
と
で
ガ
ン
を
攻
撃
す
る
新
た
な
免
疫
療
法
を
実
現
し
た
。

進
行
し
た

一
部

の
ガ
ン
に
め
ざ
ま
し
い
治
療
効
果
を
上
げ
、
選
考
し
た

ス

ウ

ェ
ー
デ
ン
の
カ
ロ
リ
ン
ス
カ
研
究
所
は

「
二
氏
の
発
展
性
あ
る
発
見
は
、

人
類

の
ガ
ン
と
の
闘
い
に
お
け
る
重
要
な
転
換
点
を
も
た
ら
し
た
」
と
評
価

し
た
。

免
疫
シ
ス
テ
ム
の
ブ
レ
ー
キ
役
と
し
て
働
く
タ
ン
パ
ク
質

「
P
D
-
1
」
発

見
か
ら
四
半
世
紀
、
多
く
の
研
究
者

の
手
を
経
て
医
療
応
用
に
結
実
し
た
。

本
庶
氏
を
中
心
と
し
た
研
究
開
発

の
経
緯
を
以
下
に
示
す
。

細
胞
死
を
起
こ
す
遺
伝
子

免
疫
細
胞
は
、
筋
肉
や
血

管

な
ど

「
自

己
」

の
細
胞

と
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど

体
外
か
ら
侵
入
し
た

「非
自

己
」
の
外
敵
を
見
分
け
て
攻

撃
す
る
。
攻
撃

の
主
力
を
担

う
T
細
胞
は
多
種
多
様
に
外
敵

を
認
識
す
る
た
め
、
成
熟
す
る

過
程
で
自
ら
の
遺
伝
子
の
一
部

を
再
構
成
し
、
膨
大
な
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
作
り
出
す
。
そ

の
際
、
自
己
を
外
敵
と
誤
認
し

て
攻
撃
す
る
も
の
が
で
き
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
よ

う
な
T
細
胞
は
自
ら
プ
ロ
グ
ラ

ム
し
た

「
ア
ポ
ト
ー

シ
ス
」

(細
胞
死
)
を
起
こ
し
て
消
え

去
る
。
1
9
8
0
年
代
は
そ
の

具
体
的
な
仕
組
み
を
分
子
レ
ベ

ル
で
解
明
す
る
研
究
が
進
展

し
、
各

国

の
研
究
機

関
が

競

っ
て
実
験

に
取

り
組
ん

だ
。P

D
-
1
の
遺
伝
子
を
発
見

し
た
石
田
靖
雅

(現

・
奈
良

先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学

独
立
准
教
授
)
が
本
庶
研
に

大
学
院

の
学

生
と

し

て
加

わ

っ
た
の
は
、
そ
の
最
中
の

1
9
8
7
年
だ
。
本
庶
ら
ひ
と

つ
の
抗
体
遺
伝
子
か
ら
多
様
な

抗
体
が
作
ら
れ
る

「抗
体
ク
ラ

ス
ス
イ
ッ
チ
現
象
」
の
解
明
で

成
果
を
上
げ
、
免
疫
の
分
子
機

構
の
解
明
で
先
頭
を
走
っ
て
い

た
。
石
田
は

「免
疫
シ
ス
テ
ム

が
自
己
と
非
自
己
を
見
分
け
る

仕
組
み
を
明
ら
か
に
し
た
い
」

と
思
っ
て
、
本
庶
研
の
門
を
叩

い
た
。

石
田
は
、
T
細
胞
が
自
ら

ア
ポ
ト
ー
シ
ス
を
起
こ
し
て

死
ぬ
引
き
金
と
な
る
遺
伝
子

を
突

き
止
め

た

い
と
考
え

た
。
そ
の
方
法
と
し
て
着
目

し
た

の
が

「
サ
ブ

ト
ラ

ク

シ
ョ
ン
(引
き
算
)法
」
と
呼
ぶ

方
法
だ
。
細
胞
で
働
い
て
い
る

遺
伝
子
を
網
羅
的
に
調
べ
、
複

数
の
細
胞
を
比
較
し
て
、
目
的

の
機
能
を
担
う
遺
伝
子
を
探
し

出
す
。
人
為
的
に
ア
ポ
ト
ー
シ

ス
を
起
こ
さ
せ
た
T
細
胞
と
通

常
の
T
細
胞
を
比
較
す
れ
ば
、

ア
ポ
ト
ー
シ
ス
の
時
だ
け
働
く

遺
伝
子
が
見
つ
か
る
だ
ろ
う
と

考
え
た
。

本
庶

の
教
唆
を
受
け
、
骨

髄
由
来

の
別
の
細
胞
に
つ
い

て
も
同
様
に
実
験
し
、
ア
ポ

ト
ー
シ
ス
を
起
こ
す
時
に
働

く
遺
伝
子
を
絞
り
込
む
こ
と

に
し
た
。
実
験
の
結
果
、
ど

ち
ら
の
細
胞
で
も
ア
ポ
ト
ー
シ

ス
の
時
に
の
み
働
く
遺
伝
子
は

た
だ

一
つ
し
か
な
か
っ
た
。
機

能
は
ま
だ
不
明
だ
っ
た
が
、
石

田
は

「
ア
ポ

ト

ー

シ

ス
に
関
連

す

る
遺

伝

子

で

あ

っ
て

ほ

し

い
」

と

い
う
思

い

を
込

め
、
プ

ロ

グ

ラ

ム

細

胞

死

(写

o
σq
霞
目

巴

o
o
=

O
①
讐
ε

を

起

こ

す

遺

伝

子

「
P

D
-

1
」

と
名

付
け

た
。

そ

し

て
1

9

9

2
年

に
、

P

D
-
1
遺

伝

子

の
発
見

を

一冨

国
臣

O

}
。
自
-

口
巴
誌

に
発

表

し

た

。

こ

れ
が

今

回

の
ノ
ー

ベ
ル
賞

受
賞

に
繋

が

る

最

初

の

一
歩

と

な

っ

た
。

素
性
の
分
か
ら
な
い
因
子

石

田

は

そ

の
後

、

米

国

に

留

学

し
、

P

D
-
1
研
究

の

バ

ト

ン

は

本

庶

研

の
後

進

達

に

引

継

が

れ

た

。

と

こ

ろ

が

、

P

D
-
1
遺

伝

子

の
機

能

解

析

は

困

難

を

極

め

た

。

留

学

中

の
石
田

の
も

と
に

は
、
本

庶
研

か
ら

こ
ん

な

F
A

X
が
送

ら
れ

て

き

た

。

「
P

D
-
1

を
強

制

的

に
発
現

さ
せ

て
も
、
細

胞

は

死

な

ず

に

ピ

ン

ピ

ン

し

て

い

る
」

。
発

現

と

は

、

遺

伝

子

が

働

い

て

タ

ン

パ

ク

質

を
作

る

こ

と

だ

。

ア

ポ

ト

ー

シ

ス

の
時

に

だ

け

働

く

と

思

わ

れ

る

遺

伝

子

を

発

現

さ

せ

て

も

、

ア

ポ

ト

ー

シ

ス

が

起

こ

ら

な

い
。

こ
れ

は
奇

妙

な

こ
と
だ

っ

た

。

遺

伝

子

操

作

の

手

法

を

使

っ
て

P

D
-
1
を

ま

っ
た
く

持

た

な

い

P

D
-
ー
ノ

ッ
ク

ア

ウ

ト

マ

ウ

ス

も

作

っ
て

み

た

が
、

や
は

り
異

常

は
認

め
ら
れ

な

い

。

「
P

D
-
1
は
ど

う

も

細
胞

死
亡

と
は

関
係

な

さ
そ
う

だ
」

。
予

想
外

の
結

果

に
本
庶

は
考

え
込

ん
だ

。

数

年

の
後

、

苦

戦

を

強

い

ら

れ

て

い
た

本

庶

グ

ル

ー

プ

に

、

免

疫

学

を

専

門

と

す

る

湊

長

博

(
現

・
京

都

大

学

副

学

長

)
が

加

わ

っ
た

。

P

D
-

1

の
機

能

を

突

き

止

め

る

ヒ

ン
ト

は
、

や

は
り

ノ

ッ
ク
ア

ゥ

ト

マ
ウ

ス
に

あ
る

と
湊

は
思

っ

た
。

「待

つ
し
か

な
い
。

そ
れ

で
も

駄
目

な

ら
諦

め
よ
う

」
。

マ
ウ

ス
の
平
均

寿
命

は

1
年
半

だ
。

こ
れ

ま

で
生
後

3

ヶ
月

で

解
剖

し

て
調

べ

て
い
た
が

、

せ

め

て

1
年

待

っ
て
み
た

ら
、
す

ぐ

に
は
見

え

な
い
変

化
が

見

え

て
く

る

の
か

も
し

れ
な

い
。

1

年

後

、

老

い

た

マ
ウ

ス

を

解

剖

し

て

み

る

と

、

腎

臓

に

わ

ず

か

に

炎

症

が

起

き

て

い
た

。

湊

は

こ

れ

を

見

逃

さ

ず

、

別

の
実

験

で
使

っ

て

い

た

、

狼

瘡

と

い

う

自

己

免

疫

疾
患

を
起

こ
し
や
す

い

マ
ウ

ス

と

、

P

D
-
ー
ノ

ッ
ク

ァ

ウ
ト

マ
ウ

ス

を

掛

け

合

わ

せ

て

み

た
。

す

る
と

子

マ
ウ

ス
は
、
狼

瘡

よ
り
さ

ら

に
重

い
腎
炎

を
発

症

し

た

。

P

D
-
1
に

は

、
自

己
免

疫
反

応

を
防
ぐ

働

き
が
あ

る

の

で
は

な

い
か

。
湊

ら
は
成

果
を

論
文

に

ま
と

め
、

1
9

9

9
年

に

H目

ロ
巳

蔓
誌

に
発

表

し

た
。石

田

ら

に

よ

る

発

表

か

ら

、

す

で
に

7

年

が

過

ぎ

て

い
た

。

そ

し

て

湊

ら

の
発

見

が

、

P

D
-
1
研

究

の
転

換

点

と
な

る
。

浮
上
し
た
ガ
ン
と
の
関
連

湊
ら
の
報
告
の
少
し
前
、

ガ
ン
に
対
す
る
免
疫
機
構
の

研
究
で
、
米
国
で
新
た
な
動

き
が
あ

っ
た
。
ガ
ン
を
認
識

す
る
T
細
胞

の
活
性
化
に
関

連
す
る
C
T
L
A
-
4

(細
胞

傷
害
性
T
リ
ン
パ
球
抗
原
4
)

と
い
う
分
子
に
T
細
胞
の
働
き

を
抑
え
る
作
用
が
あ
る
こ
と

を
、
米
イ
リ
ノ
イ
大
学
の
グ

ル
ー
プ
と
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
バ
ー
ク
レ
ー
校
に
い
た
ア
リ

ソ
ン
ら
の
グ
ル
ー
プ
が
そ
れ
ぞ

れ
突
き
止
め
た
の
だ
。
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
C
T
L
A
1
4
と

自
己

免
疫

疾
患

の
関

係

を
探
索

す

る

研

究

が

盛

り

あ

が

っ
た

が
、

ア

リ

ソ
ン
は
ガ

ン
治

療

に

応
用

で
き
な

い
か

と
考

え
た
。

C
T

L

A
1
4
を
ブ

ロ

ッ
ク
す

れ

ば

、

T
細

胞

に

か

か

っ
て

い
た
ブ

レ
ー

キ
が
外

れ
、

ガ

ン

を
攻

撃

で
き

る
よ

う
に

な

る
か

も

し
れ

な

い
。
ア

リ

ソ
ン
ら

は

1
9

9
6
年
、

ガ

ン
を
移

植

し

た

マ
ウ

ス

に
抗

C

T

L
A

-
4

抗
体

を
投

与

し
、
実

際

に
ガ

ン

が

消

失

す

る

こ

と

を

見

出

し

た
。1

9

9

8

年

に

大

学

院

生

と

し

て

本

庶

研

に

入

っ
た

岩

井

佳

子

(
現

・
日

本

医

科

大

学

大

学

院

教

授

)

は

、

T
細

胞

の
表
面

に
生

じ

る

P

D
-
ー

タ

ン

パ

ク

質

に

結

合

す

る

因

子

の
探
索

に
取

り
組

ん
だ

。

ア

リ

ソ

ン
ら
が
見

出

し
た

C

T
L

A
-
4

と
本

庶

グ

ル

ー
プ

の
P

D
-
1
は

、

部

分

的

に

で

は
あ

る

が

似

た

構

造

を

持

っ

て

い

る
。

岩
井

ら

は

ハ
ー
バ
ー

ド
大

学

の

フ
リ
ー

マ
ン
ら
と

の
共
同

研

究

で

C

T

L

A
-
4
と
結

合

す

る
因

子
と
似

た

タ

ン
パ
ク
質

の
中

か

ら

P
D
-
-
1
と
結

合
す

る
因

子

を
探

し
、

二

つ
を
発
見

し
た

。

う
ち

一
方

は
全
身

の
さ

ま
ざ

ま

な
細
胞

の
表

面

に
存
在

し
、

本
庶

ら

は

こ
れ
を

「
P
D

-
」

1
」

と
名

付

け

た

。
名

前

に
加

わ

っ
た

ア
ル

フ

ァ
ベ

ッ
ト

の

「
」
」
は

=
σq
き

α
の
頭

文
字

で
、

細
胞

の
表

面

に
存
在

す

る

特
定

の
受
容
体

に
特

異
的

に
結

合
す

る
物

質

を
意
味

す

る
。

興

味

深

い

こ

と
に

、

P

D
-

L

1

を

探

す

過

程

で

岩

井

ら

は

、

P

D
-
L

1
が

ガ

ン
細

胞

に

も

存

在

す

る

こ

と

に

気

が

付

い

た

。
岩

井

ら

は

、

P

D
-

1
と

P

D
l
L

1
が

、
ガ

ン

に

対
す

る
免

疫

反
応

で
何

ら
か

の

役
割

を

果
た

し

て
い
る

の

で
は

な

い
か

と
考

え
た

。

岩

井

ら

は

マ
ウ

ス

を

使

っ

た

実

験

で
、

こ

の
仮

説

を

検

証

し

た

。

マ

ウ

ス

に

皮

膚

ガ

ン

の

細

胞

を

注

射

す

る

と

、

ガ

ン

は

増

殖

を

始

め

る

。

遺

伝

子

操

作

に

よ

っ
て

細

胞

の

表

面

に

P

D
-
L

1
を

発

現

し

た
皮

膚
ガ

ン
の
細
胞

を
作

り
、

マ
ウ

ス
に
注
射

し

た
と

こ

ろ
、

ガ

ン

の
増

殖

が

加

速

し

た

。

(
図

1
左

図
)

こ
の
実
験

か

ら

ガ

ン

細

胞

の

P

D
-
L
1

は
ガ

ン

の

増

殖

を

促

す

こ

と

が

分

か

っ
た

。

次

に

こ

の
ガ

ン
細

胞

を

、

遺

伝

子

操
作

に

よ

っ
て

P

D
-

1
を

作

れ

な

く

し

た

ノ

ッ
ク

ア

ウ

ト

マ

ウ

ス

に

注

射

し

た

。

す

る

と

ガ

ン

の

増

殖

は

、

P

D
-
1
を

持

つ
通

常

の

マ
ウ

ス

に

比

べ

て
遅

く

な

っ

PD-L1の 作 用図1
PD-L1

 

、

一

腫瘍が小さく

た

。

(
図

1
左

図
)

ガ

ン
細
胞

表

面

に

P

D
-
L

1
が

あ

っ
て

も

、

T

細
胞

の
側

に

P

D
-
1

が

な
け

れ
ば
増

殖

は
加
速

し

な

い
。二

つ

の
実

験

か

ら

言

え

る

の
は

、
ガ

ン
細

胞

P

D
-
L

1

が

あ

り

、

T
細

胞

に

P

D
-
1

が

あ

る

と

き

、

ガ

ン

の
増

殖

は

加

速

す

る

と

い

う

こ

と

だ

。

二

つ

の

分

子

が

結

合

す

る

と
、
ガ

ン
を
認
識

す

る

T
細

胞

に
ブ

レ
ー

キ
が

か
か

り
、
ガ

ン
に
対
す

る
攻

撃
が

弱

ま

っ
て

増
殖

を
抑

え

ら
れ

な
く

な

る
と

見

ら

れ

る

。

な
ら

ば

P

D
-
1

の
働

き

を
抑

え

る
抗

体

を
作

れ

ば

、
ガ

ン

の
治

療
が

で
き

る
の

で
は
な

い
か

。

そ

の
後

岩
井

は
、

P

D
-
1

を

、
　

遺伝子改変 によ リPD-1を 作れな く したマ ウスは,

PD-L1を 発現 したが ん細胞 を註 射 して も免疫 に

ブ レーキがかか らず,腫 瘍の増 殖が抑 えられ托。

細胞表 面 にPD-L1を 発 現 したがん紐胞 をマ ウス

に注射 する と,PD-L1が ない がん経 胞 を注射 し

たと奪と比べ てがんが大き く増殖 した,
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T細胞ががん細胞を攻撃
PD-1の ブ レーキ作 用図2

輸
がん細胞表面のPD-L1

ブロックする抗体

や罵
蝋

丁細胞表面のPD-1

P[}-L1と 結合することでT細 胞が疲弊し

がん細胞への攻撃能力を失う

 

の
多

臓
器

へ
の
転
移

が
抑

え
ら

れ

る

こ

と
、

マ
ウ

ス
に

P

D
1

1

の
抗

体

を
注

射
す

る
と

P

D

1
1

の
な

い

マ
ウ

ス

と
同

様

、

ガ

ン

の
増
殖

と

転
移

が
抑

え
ら

れ

る
こ
と

を
発

見
し

た
。
デ

ー

タ
が
積

み
重

な

る
に

つ
れ

て
、

P

D
1
1

と

P
D
l
L
1

の
結
合

に

よ
る
ブ

レ
ー

キ
機

構
を
解

除

す
れ
ば

、
ガ

ン
免
疫

を
活

性
化

さ

せ

て
ガ

ン

を

治

療

で

き

る

と
、
本

庶

は
確

信
を

抱
く

よ
う

に

な

っ
て

き

た

。

(
図

2

参

照
)「効

く
わ

け
が

な

い
」

と
こ
ろ
が
、
い
ざ
抗
P
D

一

1
抗
体
を
医
薬
品
と
し
て
実
用

化
す
る
企
業
を
探
そ
う
と
、
本

庶
が
国
内
の
製
薬
メ
ー
カ
ー
に

あ
ち
こ
ち
声
を
掛
け
て
み
た
と

こ
ろ
、
反
応
は
軒
並
み
冷
や
や

か
だ
っ
た
。

当
時
、
ガ
ン
の
免
疫
療
法
は

正
当
な
治
療
法
と
み
な
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
体
内
の
免
疫
機

構
を
賦
活
し
た
り
、
活
性
化
し

た
免
役
細
胞
を
投
与
し
た
り
す

PD-1は 免 疫 の ブ レー キ 役 と しτ 働 くT細 胞ががん細胞 と接触する とき.PD-1とPD-L1が 結

合するとT細 胞が疲弊して免疫にブレーキがかかる(灰 色の経路)。PD-1を ブロックすれば,丁 細胞の

疲弊を防げる(青 色の経路)。

 

る
治
療
は
多
数
試
み
ら
れ
た

が
、
有
望
な
結
果
が
得
ら
れ
な

い
。
学
会
で
も
ガ
ン
免
疫
療
法

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
人
が
集
ま

ら
ず
、
2
0
0
0
年
代
に
入
っ

た
頃
に
は
、
多
く
の
研
究
者
が

こ
の
分
野
に
見
切
り
を
つ
け
て

離
れ
て
い
っ
た
。
保
険
診
療
の

枠
外
で
高
額
な

『免
疫
療
法
』

を
提
供
す
る
診
療
所
も
少
な
く

な
か
っ
た
。
効
果
に
つ
い
て
の

科
学
的
な
証
明
は
乏
し
く
、

「効
く
わ
け
が
な
い
。
と
い
う

の
が
通
説
だ
っ
た
」
と
湊
は
振

り
返
る
。

し

か
し
本

庶
は
諦

め
な

か

っ
た
。
大
手
が
駄
目
な
ら

ベ
ン
チ
ャ
ー
に
、
国
内
が
駄

目
な
ら
海
外
に
。

つ
い
に
は

私
財
を
投
じ
て
の
開
発
も
考

え
始
め
た
が
、
そ
の
矢
先
、

ア
リ
ソ
ン
ら
が
見
出
し
た
抗
C

T
L
A
-
4
抗
体
の
開
発
を
手

が
け
た
米
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

メ
ダ
レ
ッ
ク
ス
と
小
野
薬
品
工

業
と
共
同
で
、
実
用
化
を
目
指

し
た
臨
床
研
究
を
開
始
す
る
体

制
が
整

っ
た
。
2
0
1
2
年

に
、
悪
性
黒
色
腫
に
対
す
る
臨

床
試
験
で
有
望
な
結
果
が
得
ら

れ
た
。
本
庶
に
は
予
想
通
り

だ

っ
た
が
、
免
疫
を
長
年
研
究

し
て
き
た
研
究
者
に
は
む
し
ろ

意
外
な
結
果
で
、

「免
疫
の
底

力
を
再
認
識
す
る
こ
と
に
な
っ

た
」
と
湊
は
話
す
。

効
く
人
、
効
か
な
い
人

2
0
1
4
年
、
P
D
-
1
を

ブ

ロ
ッ
ク
す
る
抗
P
D
-
1
抗

体
を
使

っ
た
薬

「
ニ
ポ
ル
マ

ブ

」

(
商
品

名
オ
ブ

ジ
ー

ポ
)
が
、
ま
ず
日
本
で
発
売

さ
れ
た
。
当
初
は
悪
性
黒
色

腫
の
薬
と
し
て
承
認
さ
れ
た

が
、
そ
の
後
、
非
小
細
胞
肺
ガ

ン
や
腎
細
胞
ガ
ン
な
ど
に
も
適

用
が
拡
大
さ
れ
た
。
現
在
、
さ

ら
に
幅
広
い
ガ
ン
の
治
療
に
使

え
る
可
能
性
が
で
て
お
り
、
臨

床
試
験
が
進
ん
で
い
る
。

た
だ
、
ま
だ
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
残

っ
て
い
る
。
そ
の

一
つ
が
、
効
く
人
と
効
か
な

い
人
を
見
分
け
る
手
法
の
確

立
だ
。

ニ
ボ
ル
マ
ブ

の
奏
効

率

(注

1
)
は
約
3
割
、
進

行
が
ん
が
大
き
く
縮
小
す
る
人

が
い
る

一
方
で
、
全
く
効
か
な

い
人
も
い
る
。
間
質
性
肺
炎
な

ど
命
に
関
わ
る
副
作
用
が
起
き

る
こ
と
も
あ
り
、
効
く
か
ど
う

か
を
事
前
に
予
測
す
る
手
法
の

開
発
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

現
在
は
患
者
か
ら
ガ

ン
の

一
部
を
採
取
し
、
細
胞
に
P

D
l
L
1
が
あ
る
か
ど
う
か
で

判
断
し
て
い
る
。
こ
の
手
法

は
患
者

の
負
担
が
大
き
く
、

本
庶
研

で
は
現
在
、
血
中
に

含
ま
れ
る
ガ
ン
関
連
の
タ
ン
パ

ク
質
を
調
べ
、
効
果
の
有
無
を

予
測
す
る
手
法
の
確
立
を
目
指

し
て
い
る
。

P
D
1
1
と
P
D
l
L
1
に

よ
る
免
役
ブ
レ
ー
キ
機
構
の

解
明
に
携
わ

っ
た
岩
井
は
、

「ガ
ン
細
胞
自
体
が
P
D
-
」

1

を

持

っ
て

い

な

く

て

も

、

P

D
-
1
を

狙

っ
た
ガ

ン
免

疫

治
療

薬
が

効
く

人

は
い

る
」

と

話

す

。

P

D
-
L

1
を
持

つ
の

は
ガ

ン
細

胞
だ

け

で
は

な
い
。

ガ

ン

の
周

辺

に
あ

る
細
胞

が

P

D

-
L

1

を

細

胞

表

面

に

作

り
、

T
細

胞

に
ブ

レ
ー
キ

を

か

け

る

こ
と
も
あ

る
。
ガ

ン
細
胞

だ
け

で
な

く
、

ほ

か

の
細

胞

の

関
与

も
考

え
た

上

で
効
果

を

予

測
す

る
必

要
が

あ

る
。

(注

1
)

奏

効

率

:
治

療

効

果

の
程

度

を

示

す

。

治

癒

す

る

確

率

で
は

な

い
。

寛

解

率

と
も

い
う

。

ブ
レ
ー
キ
は
な
ぜ
必
要
か

本
庶
グ
ル
ー
プ
が
発
見
し

た
免
疫
ブ
レ
ー
キ
P
D
-
1

は
、
働
き
を
ブ

ロ
ッ
ク
す
る

物
質
が
新
た
な
ガ
ン
治
療
薬

と
な

っ
た
。
も
し
T
細
胞
に

も
と
も
と
P
D
-
1
が
な
け
れ

ば
、
最
初
か
ら
ブ
レ
ー
キ
は
か

か
ら
ず
、
ガ
ン
を
攻
撃
で
き
た

は
ず
だ
。
だ
が
P
D
-
1
は
人

間
だ
け
で
な
く
、
マ
ウ
ス
、
イ

ヌ
、
ネ
コ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
哺

乳
類
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
。

一
体
な
ぜ
生
物
は
進
化
の
過
程

で
、
P
D
1
1
を
獲
得
し
た
の

だ
ろ
う
か
。

一
つ
の
解
釈
は
、
活
発
化

し
た
免
疫
反
応
を
収
束
さ
せ

る
仕
組
み
と
し
て
機
能
し
て

い
る
と
い
う
も
の
だ
。
免
疫

は
外
敵
を
排
除
す
る
大
切
な

防
御
反
応
だ
が
、
体
に
と

っ

て
は
大
き
な
負
担
と
な
る
。
行

き
過
ぎ
れ
ば
シ
ョ
ッ
ク
症
状
を

起
こ
し
、
生
命
に
関
わ
る
。
前

身
の
さ
ま
ざ
ま
な
細
胞
が
P
D

-
L
1
を
持
つ
の
は
、
免
疫
シ

ス
テ
ム
が
体
の
ど
こ
で
作
動
し

て
も
必
ず
ブ
レ
ー
キ
が
か
け
ら

れ
る
よ
う
、
安
全
装
置
の
役
割

を
担
っ
て
い
る
た
め
と
も
考
え

ら
れ
る
。

だ
が
そ
れ
な
ら
、
P
D
-
1

を
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
し
た
マ
ウ

ス
で
は
早
々
に
免
疫
が
暴
走

し
、
自
ら
を
攻
撃
す
る
自
己

免
疫
疾
患
が
起
こ
り
そ
う
な

も
の
だ
。
と
こ
ろ
が
実
際
に

は
老
齢
期
ま
で
待
た
な
い
と
自

己
免
疫
疾
患
は
起
ら
な
か

っ

た
。
そ
こ
ま
で
マ
ウ
ス
が
ピ
ン

ピ
ン
し
て
い
た
の
は
何
故
な
の

か
。

揺
ら
ぐ
自
己
を
許
容
す
る

P
D
-
1
を
発
見
し
た
石
田

は
現
在
、
そ

の
解
明
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
ヒ
ン
ト
は
2

0
1
4
年
に
米

ワ
シ
ン
ト
ン

大
学

(セ
ン
ト
ル
イ
ス
)
の

グ
ル
ー
プ
が
発
表
し
た
論
文

だ
。
P
D
-
1
の
ブ

ロ
ッ
ク
に

よ
り
ブ
レ
ー
キ
の
外
れ
た
T
細

胞
が
ガ
ン
細
胞
の
ど
の
部
分
を

認
識
し
て
攻
撃
す
る
の
か
を
調

べ
た
と
こ
ろ
、
ガ
ン
細
胞
特
有

の
異
常
タ
ン
パ
ク
質
を
標
的
に

す
る
も
の
が
見
つ
か
っ
た
。
ガ

ン
細
胞
は
分
裂
時
の
D
N
A
複

製
の
精
度
が
下
が
っ
て
お
り
、

普
通
の
細
胞
よ
り
頻
繁
に
遺
伝

子
変
質
が
起
こ
る
。
こ
の
た
め

さ
ま
ざ
ま
な
タ
ン
パ
ク
質
が
異

常
な
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

P
D
-
1
を
働
か
な
く
さ
せ

た
T
細
胞
が
ガ

ン
細
胞
を
認

識
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
T

細
胞
に
は
変
質
の
蓄
積
し
た

細
胞
を

「非
自
己
」
と
み
な

し
て
攻
撃
す
る
シ
ス
テ
ム
が

も
と
も
と
備
わ
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
。
だ
が
P
D
-
1
が

あ
る
た
め
に
、
折
角
の
そ
の
機

能
が
無
効
果
さ
れ
、
ガ
ン
の
増

殖
を
許
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
ぜ
そ
ん
な
分
子
が
必
要
な
の

だ
ろ
う
か
。

石
田
は
、
変
質
の
置
籍
し

た
細
胞
を

「自
己
」
と
し
て

許
容
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
P

D
-
1
の
重
要
な
役
割
だ
と
仮

説
を
立
て
て
い
る
。
ガ

ン
化

し
て
い
な
い
通
常
の
細
胞
で

も
、
長
期
間
分
裂
を
繰
り
返
す

う
ち
に
、
遺
伝
子
変
異
が
少
し

ず

つ
蓄
積
す
る
。
年
齢
を
重
ね

れ
ば
ど
の
細
胞
に
も
変
異
が
積

み
重
な
り
、
そ
れ
を
片
端
か
ら

攻
撃
し
て
い
た
ら
、
年
を

と
っ
た
人
は
誰
で
も
自
ら

の
免
疫
系
に
体
中
を
攻
撃

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
自

己
免
疫
疾
患
が
今
以
上
に

多
発
す
る
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。

P
D
-
1
は
、

こ
れ
を

防
ぐ
因
子
と
し
て
働
く
。

年
を
取
る
と
と
も
に
細
胞

に
変
異
が
増
え
て
い
き
、

細
胞
は
異
物
、
つ
ま
り
非

自
己
に
近
づ
い
て
い
く
。

だ
が
P
D
-
1
が

「自
己

」
と

「非
自
己
」
の
し
き

い
値
を
押
し
上
げ
、
老
化

し
た
細
胞
を

「自
己
」
の

枠
内
に
収
め
て
く
れ
る
。

し
た
が
っ
て
免
疫
機
構
は

出
動
し
な
い
。
揺
ら
ぎ
始

め
た

「自
己
」
を
許
容
す

る
の
が
P
D
-
1
の
役
割

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

「自
己
と
非
自
己
の
識

別
は
、
免
疫
学
の
神
髄
だ

」
と
石
田
は
話
す
。
か
っ

て
石
田
が
発
見
し
、
多
く

の
研
究
者
が
バ
ト
ン
を
受

け
継
い
で
機
能
解
明
を
進

め
、
新
た
な
免
疫
療
法
の

確
立
に
つ
な
が
っ
た
P
D

-
1
。
そ
の
役
割

の
全
容

解
明
は
、
始
ま
っ
た
ば
か

り
だ
。
1
周
回
っ
て
バ
ト

ン
を
受
け
取

っ
た
第

一
走

者
の
石
田
は
、
今
後
は
自

ら
の
チ
ー
ム
を
率
い
て
実

験
を
進
め
て
い
る
。

出
村
政
彬

(日
経
サ
イ
エ
ン
ス
編
集

部
)

日
経
サ
イ
エ
ン
ス
、
2
0

1

8

年

12

月
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PD.1抗 体 などで
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畢
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ス

通常の場合 老化とともに細胞に遺伝子変異 も しPD-fが なかったら 老化とともに遺 がんの免疫療法 がん細胞には遺伝子変異が

が蓄積するが、PD-1∫PD-L1の ブレーキ機構が晩 伝子変異が蓄積 した細胞が片端から免疫細胞 に攻 蓄積 している.PD-1を ブロック して自己と非 自

疫の過剰な攻撃を抑える。 撃され,自 己免疫疾患:を発症 して しまうかも しれ 己の しきい値を下げると,が ん細胞が非 自己と判

ない.定 ざれて免疫細胞 が攻撃する。
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理
学
同
窓
会
総
会
報
告

開
催
日

2
0
1
8
年
11
月
17

日
(土
V

場

所

静
岡
大
学
理
学
部
A

棟
大
会
議
室

出
席
者

浅
野
会
長
、
他
40
名

決
議
事
項
は
以
下
の
と
お
り
。

1

会
則
の
改
正

ω

終
身
会
費
の
値
上
げ

(案
)

現
在
の
終
身
会
費
は
、
平
成
18

年
8
月
9
日
に
1
万
円
か
ら
2

万
円
に
値
上
げ
し
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
。

下
記
の
理
由
に
よ
り
、
入
学

時
に
徴
収
す
る
終
身
会
費
を
現

行
の
2
万
円
か
ら
3
万
円
に
値

上
げ
し
、
会
則
第
14
条
を
改
訂

す
る
。

1

会
員
数
が
増
加
し
、
会
報

の
印
刷
費
用
が
増
加
し
て

い
る
。

2345

メ
ー
ル
便
の
送
付
数
量
が

増
加
し
、
ま
た
メ
ー
ル
便

の
送
料
の
値
上
げ
が
通
達

さ
れ
て
い
る
。

郵
便
振
替
の
振
込
手
数
料

の
値
上
げ
が
通
達
さ
れ
て

い
る
。

理
学
部
教
育
支
援
助
成
金

の
増
加
が
要
請
さ
れ
て
い

る
。

全
学
同
窓
会
交
流
会
が
、

東
京
、
愛
知
な
ど
で
開
催

さ
れ
、
各
学
科
の
支
部
活

動
が
盛
ん
に
な
り
、
助
成

金
の
増
加
が
要
請
さ
れ
て

い
る

(会
費

・
寄
附
)

第
14
条

会
員

(特
別
会
員
、

名
誉
会
員
を
除
く
V
は
終
身
会

費
3
万
円
以
上
を
事
務
局
に
納

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②

運
用
細
則
の
改
訂

1

現
在
役
員
の
交
流
会
費
お

よ
び
各
支
部
の
総
会
の
出
席
へ

の
旅
費
及
び
会
費
を
全
額
支
給

し
て
い
る
が
、
旅
費
は
全
額
支

給
す
る
が
、
会
費
に
つ
い
て
は

半
額
の
補
助
と
す
る
。

2

新
幹
線
の
交
通
費
に
つ
い

て
は
、
自
由
席
の
利
用
を
原
則

と
す
る
。

以
上

第
5
回

静
岡
大
学
理
学
同
窓
会

(東
京
支
部
)

総
会
・講
演
会
・懇
親
会

第
3
回

静
岡
大
学
地
学
同
窓
会

総
会
・講
演
会
・懇
親
会

平
成
30
年
5
月
26
日

(土
)

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ケ
谷

(私
学

会
館
)
に
お
き
ま
し
て
、
下
記

の
通
り
、
静
岡
大
学
理
学
同
窓

会

(東
京
)
総
会
、
な
ら
び
に

静
岡
大
学
地
学
同
窓
会
総
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

1
部

12

"
00

12

"05

12

"30

総
会

・
講
演
会

(妙
高
の
間
)

主
催
者
挨
拶

藤
岡
換
太
郎
支
部
長

浅
野
安
人
理
学
同
窓

会
長

理
学
同
窓
会
東
京
支

部
総
会
、
引
き
続
き

地
学
同
窓
会
総
会

講
演
-

岡
田

誠

「チ
バ
ニ
ア
ン
」
と
地
質

時
代

」

(地

球

科

学

科

大

学
院

1

9

8

9
年
修

了

)

13

"
10

講

演

H

上
原

和
也

「プ

ラ
ズ

マ
物

理

学

と
核

融

合

へ
の
応
用

・
展

開
」

(物

理
学
科

1
9

6
9
年
卒

業
)

13

"50

集

合

写
真

の
撮
影

14

"00

閉

会

(懇

親
会

会

場

へ
移

動
)

11

部

懇

親
会

(
琴
平

の
間
)

14

日
05

来

賓
紹

介

・
挨
拶

(他

学
部

同
窓
会

な

ど
)

14

"
15

乾

杯

・
会
食

151414

554530
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00

参
加
者
の
紹
介

会
食

・
歓
談

閉
会
の
辞

(長
谷
川

隆
義
顧
問
)

閉
会

(
2
次
会
会
場

へ
移
動
)

今
回
は
招
待
者
を
含
め
て
35

名
の
方
が
参
加
さ
れ
た
。
う
ち

理
学
が
15
名
、
地
学
が
17
名
で

あ
っ
た
。
招
待
者
は
岳
陵
会
、

教
育
学
部
お
よ
び
農
学
部
で

あ
っ
た
。
浜
松
工
業
会
は
同
日

開
催
の
た
め
不
参
加
と
な

っ

た
。理

学
の
総
会
に
先
立
っ
て
、

藤
岡
東
京
支
部
長
よ
り
挨
拶
が

あ
り
、
三
重
野
学
部
長
代
理
よ

り
静
岡
大
学
の
現
状
と
将
来
の

話
が
あ
っ
た
。
総
会
が
足
立
副

支
部
長

の
司
会

で
始
ま
り
、

会
計
報
告
ま
で
無
事
に
行
わ
れ

た
。
引
き
続
い
て
地
学
同
窓
会

が
開
催
さ
れ
、
藤
岡
会
長
の
挨

拶
の
あ
と
加
藤
幹
事
よ
り
地
学

の
同
窓
会
の
歩
み
の
話
が
あ
っ

た
。
総
会
の
あ
と
講
演
会
が
持

た
れ
た
。
ま
ず
地
学
と
し
て
茨

城
大
学
の
岡
田
誠
氏
に
よ
る
チ

バ
ニ
ア
ン
の
話
が
あ
っ
た
。
こ

れ
は
77
万
年
か
ら
12
万
7
千
年

前
ま
で
の
地
質
時
代
の
国
際
タ

イ
プ
の
認
定
に
、
千
葉
県
市
原

市
の
露
頭
が
候
補
に
挙
が
っ
て

い
る
話
で
、
な
ぜ
こ
こ
が
タ
イ

プ
に
な
る
の
か
を
詳
細
な
地
質

の
記
載
、
年
代
や
地
磁
気
の
観

測
な
ど

の
結
果
か
ら
話
さ
れ

た
。
現
状
が
委
員
会
待
ち
で
あ

る
が
有
望
で
あ
る
。

引
き
続
い
て
理
学
部
の
上
原

和
也
氏
に
よ
る
核
融
合
の
話
が

あ
っ
た
。
大
学
の
寮
生
活
や
教

育
大
の
大
学
院
で
朝
永
研

へ

行
っ
た
後
の
話
や

一
般
的
に
核

融
合
が
ど
の
よ
う
に
し
て
行
わ

れ
る
か
の
話
で
あ
っ
た
。
講
演

会
は
ほ
ぼ
定
刻
に
終
わ
っ
て
G

P
の
撮
影
が
7
階
の
踊
り
場
に

て
行
わ
れ
た
。

G
P
の
撮
影
後
は
部
屋
を

「琴
平
の
間
」

へ
移
動
し
て
竹

内
幹
事
の
司
会
で
懇
親
会
が
始

ま
っ
た
。
事
情
が
あ
っ
て
参
加

が
遅
れ
た
浅
野
会
長
よ
り
開
会

の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
各
学
部

支
部
長
か
ら
の
祝
辞
が
あ

っ

た
。
参
加
者
の
簡
単
な
紹
介
が

あ
り
、
旧
制
静
高
の
三
好
玄
洋

氏
と
文
理
学
部
の
松
井
伸
明
氏

か
ら
当
時
の
様
子
な
ど
を
話
し

て
い
た
だ
い
た
。
今
回
は
特
に

余
興
は
無
か
っ
た
が
、
4
つ
の

テ
ー
ブ
ル
に
着
座
し
た
席
を
越

え
て
、
意
見
交
換
や
昔
話
な
ど

が
活
発
に
行
わ
れ
た
。

理
学
地
学
合
同
の
二
次
会
が

市
ヶ
谷
の
駅
前
で
16
時
30
分
頃

か
ら
始
ま
っ
て
19
名

(う
ち
1

名
は
佐
野
貴
司
氏
で
総
会
に
は

出
ら
れ
な
か
っ
た
)
が
参
加
し

て
盛
況
で
あ
っ
た
。
人
文
学
部

の
招
待
者
も
参
加
し
て
理
学
、

地
学
入
り
乱
れ
て
様
々
な
話
に

花
が
咲
い
て
20
時
頃
に
閉
会
と

な
っ
た
。
大
変
盛
況
な
同
窓
会

で
あ
っ
た
。

理
学
同
窓
会
東
京
支
部
総
会

は
2
0
1
4
年
に
始
ま
っ
て
今

回
で
5
回
目
に
な
り
、
参
加
者

も
ほ
ぼ
定
着
し
て
き
た
と
言
え

る
。
し
か
し
数
千
人
存
在
す
る

と
思
わ
れ
る
東
京
地
区

(東
日

本
)
と
し
て
は
も
っ
と
人
口
を

増
加
さ
せ
た
い
と
い
う
希
望
を

持
つ
て
い
る
。

文
責

東
京
支
部
長

藤
岡
換
太
郎

第
-
回

静
岡
大
学
理
学
同
窓
会

中
部
支
部
総
会
・懇
親
会

開
催

平
成
30
年
6
月
17
日
(日
)

愛
知
県
名
古
屋
市
に
お
い
て
、

「静
岡
大
学
理
学
同
窓
会
中
部

支
部
総
会

・
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
中
部
地
区
で
の
初

め
て
の
開
催
で
し
た
が
、
先
輩

後
輩
へ
の
お
声
掛
け
を
い
た
だ

き
、
総
勢
19
名
の
卒
業
生
に
ご

参
加
を
い
た
だ
き
、
大
変
盛
況

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。中

部
地
区

(東
海
地
方
、
特

に
愛
知
県
)
か
ら
は
、
静
岡
大

学

へ
の
入
学
生
も
多
く
、
卒
業

後
は
地
元
に
戻
っ
た
り
、
お
勤

め
先
の
関
係
で
お
住
ま
い
だ

っ

た
り
、
多
く
の
静
大
卒
業
生
が

こ
の
地
域
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
理
学
同
窓
会

の
活
動
を
よ
り
広
げ
る
べ
く
、

こ
の
度
中
部
支
部
が
発
足
い
た

し
ま
し
た
。

総
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
理

学
同
窓
会

浅
野
会
長
よ
り
中

部
支
部
設
立
の
趣
旨
を
説
明
し

て
い
た
だ
き
、
こ
の
地
域
で
の

活
動
の
拠
点
に
な
る
と
い
う
こ

と
で
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

も
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
の
活
動
展
開
に

お
い
て
、
支
部
の
活
動
に
名
簿

を
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
等
の
静
岡
大
学
理
学
同
窓

会
会
則
の
改
訂
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
三
重
野
同
窓
会
理
事

よ
り
静
岡
大
学
の
近
況
説
明
を

し
て
い
た
だ
き
、
理
学
部
卒
業

後
の
進
路
で
、
就
職
は
I
T
を

中
心
に
非
常
に
良
い
状
況
で
あ

る
、
と
い
う
喜
ば
し
い
こ
と
、

片
山
寮
は
老
朽
化
の
た
め
廃

寮
に
な
る

と
い
う
残
念
な
報
告
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
他
、
会
則
の
附
則

を
削
除
す
る
こ
と
で
原
案
が
承

認
さ
れ
、
ま
た
役
員
に

つ
い

て
、
滞
り
な
く
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
の
自
己
紹
介
、
近

況
報
告
に
お
い
て
は
、
静
大
に

通
っ
て
い
た
頃
の
思
い
出
や
、

卒
業
後
の
進
路
、
就
職
先
で
の

功
労
な
ど
を
お
話
い
た
だ
き
ま

し
た
。

懇
親
会
は
、
会
場
を
変
え
、

名
古
屋
駅
近
く
の

「百
楽
」
に

て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
テ
ー

ブ
ル
席
で
し
た
が
、
み
な
さ
ん

の
静
大
時
代
の
学
業
や
部
活
な

ど
の
思
い
出
や
、
現
在
の
お
仕

事
の
お
話
な
ど
、
と
て
も
雰
囲

気
の
よ
い
時
間
が
流
れ
て
い
ま

し
た
。
理
学
部
卒
業
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
か
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
と
て
も
マ
ニ
ア
ッ
ク
な

お
話
や
、
海
洋
地
質
学
の
講
義

の
話
題
か
ら
リ
ン
ゴ
栽
培
の
お

話
ま
で
、
最
後
ま
で
、
と
て
も

盛
り
上
が
り
、
1
時
間
半
は

あ

っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

ま
し

た
。ま

た
、
次
回
の
中
部
支
部
総

会
は
、
よ
り
多
く
の
卒
業
生
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
今
後
の
活

動
が
よ
り
広
く
展
開
す
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
で
す
。

(理
学
同
窓
会
事
務
局

松
浦
)

龍
爪
の
会
と
の
交
流

2
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、
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晒

、

、

壕

、

ヤ

ト
、
、
冒

ー

ノ
㌦
φ
警

郷
神
社
内
の
水
交
会
館
に
お
い

て
、
旧
制
静
高
同
窓
会
、
静
大

文
理
学
部
卒
業
生
と
の
懇
談
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
席
者

の
皆
様
は
嬰
錬

(か
く
し
ゃ
く
)

と
し
て
お
ら
れ
、
こ
ち
ら
が
元

気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

数
学
科
同
窓
会
総
会

並
び
に

板
津
先
生
退
官

祝
賀
会

・
懇
親
会
開
催

平
成
30
年
6
月
16
日

(土
)、

静
岡
大
学
理
学
部
A
棟
大
会
議

室
に
て
、

「数
学
科
同
窓
会
の

総
会
並
び
に
板
津
先
生
退
官
祝

賀
会

・
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
文
理
学
部
卒
の
諸
先
輩

方
か
ら
社
会
人
に
な
っ
た
ば
か

り
の
卒
業
生
ま
で
、
総
勢
30
名

を
越
え
る
卒
業
生
が
参
加
し
、

大
変
盛
況
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

数
学
科
同
窓
会
総
会
は
、
前

回
開
催
か
ら
10
年
ほ
ど
が
立

ち
、
近
年
は
総
会
の
開
催
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
春
、

静
岡
大
学
生
の
教
育
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
板
津
誠

一
先
生
の

こ
退
官
の
祝
賀
会
を
開
催
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
数
学

科
同
窓
会
の
組
織
を
見
直
し
、

組
織
と
し
て
再
始
動
い
た
し
ま

し
た
。

第
1
部
の
数
学
科
同
窓
会
総

会
で
は
、
前
会
長

深
見
謙
次

様
か
ら
同
窓
会
発
足
当
時
か
ら

の
貴
重
な
お
話
を
伺
い
、
新
役

員
の
皆
様
か
ら
も
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
気
持
ち
も
新

た
に
同
窓
会
の
運
営
に
力
を
い

れ
て
い
く
意
気
込
み
を
感
じ
ま

し
た
。
同
窓
会
活
動
に
つ
い
て

は
、
卒
業
生

へ
の
同
窓
会
の
認

知
、
活
動
を
広
め
る
た
め
、
よ

り
多
く
の
情
報
発
信
を
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
し

た
。第

2
部
の
板
津
先
生
の
退
官

祝
賀
会

・
懇
親
会
で
は
板
津
先

生
を
囲
み
、
会
食
を
し
な
が
ら

の
和
や
か
な
時
間
が
過
ぎ
ま
し

た
。
昨
年
度
の
ゼ
ミ
卒
業
生
か

ら
板
津
先
生

へ
の
記
念
品
と
花

束
贈
呈
を
し
て
い
た
だ
き
、
板

津
先
生
の
細
や
か
な
ご
指
導
や

人
柄
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。懇

親
会
で
は
、
前
数
学
科
教

員
の
松
田
稔
先
生
の
ご
自
身
と

数
学
の
専
門
分
野
つ
い
て
の
楽

し
い
お
話
や
、
在
学
当
時
の
思

い
出
話
や
、
板
津
先
生
を
は
じ

め
、
教
員
の
先
生
や
同
級
生
と

の
ゼ
ミ
の
話
な
ど
、
と
て
も
雰

囲
気
の
よ
い
時
間
が
流
れ
て
い

ま
し
た
。
数
学
科
の
卒
業
生
に

は
中
学
校
、
高
校
の
教
員
の
方

も
多
く
、
授
業
や
部
活
動
の
話

題
で
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
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大学院総合科学技術研究科

理 学 同 窓 会 寄 付 講 義

2018年 に開催された寄付講義です。

○第1回4月12日(木)16:05-17:35

講師:須 藤 智 氏

勤務先:静 岡大学 大学教育セ ンター 准教授

○第2回5月17日(木)16:05-17:35

講師:小 栗一将 氏 地球科学コース担当

勤務先:海 洋研究開発機構 主任技術研究員

○第3回5月31日(木)16:05-17:35

講師:小 山貫裕 氏 科学コース担当

勤務先:東 京理科大学理学部科学科 助教

○第4回6月14日(木)16:05-17:35

講師:阿 部貴裕 氏 地球科学コース担当

勤務先:山 形県立鶴岡中央高等学校 教諭

○第5回6月28日(木)16:05-17:35

講師:津 田卓雄 氏 物理学コース担当

勤務先:電 気通信大学情報理工学研究科 助教

第6回7月5日(木)16:05-17:35

講師:嶋 照生 氏 数学コース担当

勤務先:静 岡県立藤宮西高等学校 校長

○第7回7月26日(木)16:05-17:35

講師:赤 坂甲治 氏 生物科学コース担当

勤務先:東 京大学大学院理学系研究科 名誉教

授 ・特任研究員

理
学
同
窓
会
寄
付
講
義

11
講
師
募
集
11

大
学
院
総
合
科
学
技
術
研
究

科
の
講
義
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

理
学
同
窓
会
寄
付
講
義
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
講
義

は
、
研
究
機
関
や
企
業

・
中
高

校
等
で
活
躍
中
の
理
学
同
窓
会

の
会
員
に
よ
り
、
企
業
や
研
究

所
、
教
育
現
場
な
ど
で
今
何
を

し
て
い
る
の
か
、
働
く
現
場
で

は
ど
の
よ
う
な
人
材
が
望
ま
れ

て
い
る
の
か
、
ま
た
大
学
院

・

学
部
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学

ぶ
べ
き
か
な
ど
、
在
学
中
の
経

験
を
踏
ま
え
お
よ
そ
60
分
か
ら

90
分
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

後
輩

の
た
め

に
先
輩

と

し

て
の
貴
重

な
経

験
談

を

し

て
く

だ

さ

る

方

を

募

集

し

て

い

ま

す
。

学
科

・
経

歴

・
年
齢

な
ど

は
問

い
ま

せ

ん
。
奮

っ
て
ご
応

募
く

だ
さ

い
。

応
募

ま
た

は
推

薦

し

て
い
た
だ

け

る
方
は

、

理
学

同
窓
会

事
務

局
ま

た
は

担

当
教
員

ま

で
ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

平
成

31
年

度
担

当
教

員

物
理

学
科

松

山

晶
彦

静
岡

大
学

理
学

同
窓

会
事

務
局

。゚
o
凶
巴
目
⑮
・゚
三

目
艮

p
缶
ρ

言

目
戸
＼
閏
夷

.
O
課
-
器

。゚
1
ω
O
°。
一

(電

話

は

大

容

量

の
伝

言

登
録

機
能

付

で
す
)

静岡大 学理 学 部 同窓 会会 計 予算 案(平 成30年 度)
2018/11/17

予算金額 小 計 備 考

収

入

の

部

前年度繰越金 0

年 会費 。寄付

(220人)×30,000×0.70
4,620,000

納付率

70%

名簿代 0

受取利息 0

寄付金 180,000

雑収入 0

合 計 4,800,000

支

出

の

部

印刷費(会 報9000部) 850,000

印刷費(卒 論抄録集700部) 650,000

印刷費(名 簿200部) 150,000

印刷費(封 筒 ・ハガキ 。他) 200,000

通信費 800,000

会議費 ・旅費交通費 550,000

送金手数料等 60,000

備品代 70,000

支部活動運営費 300,000

事務用品 ・雑品 50,000

事務手数料 380,000
未払分を
含む

慶弔費 40,000

特別講座支援 400,000

特別支出(ABP入 学奨励金) 200,000

予備費 100,000

合 計 4,800,000

差 引 残 高 0

備考:活 動に支障のない範囲内で項目間の流用を認めるものとする。

同
窓
著
作
物
等

ト
ピ
ッ
ク
ス

旧
制
静
岡
高
校

○
大
塚

弥
之
助

(元
東
京
大

学

故
人
)

(旧
制
静
岡
高
校

第
1
回
)

「山
は
ど
う
し
て
で
き
た
か
」

(岩
波
新
書

一忠
。゚)

〇
三
宅
泰
雄

(故
人
)

(旧
制

静
岡
高
校

第
3
回
)

「死
の
灰
と
闘
う
科
学
者
」

(岩
波
新
書

巳
謡
)

○
松
本

達
郎

(元
九
州
大
学

故
人
)

(
旧
制
静
岡
高
校

第
8
回
)

「地
史
学
上

・
下
」

(朝
倉
書

店

共
著
)

2

0

1
8

故

人
)

(旧
制

静
岡

高
校

第

17

回
)

「関
東

・
東
海

地
震

と
予

知
」

(岩
波

書

店

お
。。
躰
)

○
小
倉

義
光

(元
イ
リ
ノ
イ

大
学
)

(旧
制
静
岡
高
校

第

17
回
)

「
一
般
気
象
学

第
二
版

増

訂
版
」

(東
京
大
学
出
版
会
)

○
杉
村

新

(元
神
戸
大
学
)

(旧
制
静
岡
高
校

第
20
回
)

「大
地
は
動
く
」

(岩
波
書
店

一㊤謡
)

「グ

ロ
ー
バ
ル
テ
ク
ト
ニ
ク

ス
」

(東
京
大
学
出
版
会

這
。゚刈)

「地
質
図
の
書
き
方
と
読
み

方
」

(古
今
書
院

共
著

お
朗
)

「弧
状
列
島
」

(岩
波
書
店

共
著

お
3
)

「新
編
日
本
地
形
論
」

(東
大

出
版
会

お
謡
)

「教
養
の
物
理
」

(共
立
出
版

壮
ハ
噛百

一
Φ
O
QO
)

他
多
数

○
成
瀬

洋

(元
大
阪
経
済
大

学

故
人
)

(旧
制
静
岡
高
校

第
21
回
)

「第
四
紀
」

(岩
波
書
店

乙
。゚N)

「日
本
島
の
生
い
立
ち
」

(同

文
書
院

お
謡
)

○
橋
本

光
男

(元
茨
城
大
学

故
人
)

(
旧
制
静
岡
高
校

第
21
回
)

「日
本
の
変
成
岩
」

(岩
波
書

店

毎
。゚刈)

○
酒
井

均

(元
山
形
大
学

故
人
)

(旧
制
静
岡
高
校

第

25
回
)

「安
定
同
位
体
の
地
球
科
学
」

(東
京
大
学
出
版
会

共
著

一
り
".
q
)

「地
球
と
生
命
の
起
源
」

(講

談
社
ブ

ル

ー
バ

ッ
ク

ス

一
〇
⑩
O
)

○
羽
田

忍

(応
用
地
質
)

(旧
制
静
岡
高
校

第
26
回
)

「地
質
図
の
読
み
方

・
書
き

方
」

(共
立
出
版

お
8
)

」 文
理
学
部

○
浅
田

敏

(元
東
京
大
学

○
山
田

作
太
郎

(東
京
海
洋

大
学
)

(S
38

文
理
学
部

数
学
)

「水
産
資
源
解
析
学

改
訂

版
」

(成
山
堂
書
店

共
著

N
O
O
司
)

.一

一

、

:一二_一 一 ・・

鵡産 置源鰐析 学
酬 駒:

II開■岡 院曜kh

I"¶.顎=

○

大

平

和

宏

(
ペ

ン

ネ

ー

ム

;
小

山

啓

天
)

(
S

39

文
理

学
部

数

学
)

「渋

太
夫

自
害

-

奥

羽

の
戊

辰

戦

争

」

(
日

本

文

学

館

N
9

°。
)

所

)

(
S

40

理

学

部

物

理
)「

非
平
衡

非
線

形
プ

ラ
ズ

マ
の

世

界
」

(<
巳
゜
°。
ー

ロ
。゚
O
-
ω
①

(
パ
リ

テ

ィ

N
9

ω
)
)

○

芦

原

坦

(お

茶

の
水

女

子

大

学

)

(S

40

理

学

部

生

物

)
「=

印
三

寓
O
冨

げ
O
=

°・
日

醇
昌
O

田

〇
一
〇
9

目

一
〇
αq
く
」

(
ヨ

ー

冨

寄

じ。
訂

。
雪

。
=

編

集

N
9

じ

「目
窪

・゚
層

O
o
8

卑

き

α

O
o
=

o
o
"

=

〇
三

し。
①
8

ロ
匿

蔓

幣

一
魯

o
l

=

一
〇
°。

即
巳

口
雷

=
冒
」

(詔
=

2

-
田

き

軍

。
=

編

集

N
O
=

)

「代

謝

と

生

合

成

30

講

」

(朝

倉

書

店

共

著

悼
O
=
)

「絵
と
き

植
物
組
織
培
養
入

門
」

(オ
ー
ム
社

編
集

一紹
N)隠 澗

τE且3.COCOA

AND〔OFI'[【

地闘1閲の

盈み〃・僻計〃
梱■ ユ邑

働

噛

理
学
部

○
上
原

和
也

(原
子
力
研
究

「
植

物

分

子

細

胞

生

物

学

」

(
オ
ー

ム
社

編
集

N
8
°。)

「
植

物

生

理
学

概

論

」

(
培
風

館

共
著

N
O
宝
)

巌
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箪
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シ
ー
異
ン

■
平
成

30
年

3
月

29
日

(木
V

8

.
0

0ヲ

0゚

1

・
0

1

・0
0

【第

1
2

3
話
】

「
人

類

の
健

康

と

福

祉

に

関
す

る

分
子
化

学
」

鳴

海

哲
夫

静
岡
大
学

工
学
部

バ
イ
オ
工

学
科

我
々
は
自
分
で
デ
ザ
イ
ン
し

た
有
機
分
子
を
自
分
の
手
で
合

成
し
、
人
類
の
健
康
と
福
祉
に

分
子
の
チ
カ
ラ
で
貢
献
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
本
講

演
で
は
、
我
々
が
近
年
研
究
を

進
め
る
医
薬
品
開
発
を
加
速
す

る
分
子
に

つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

■

平

成

30

年

4

月

26

日

(木

)

0
0
°
0

9

°
0

1

・
0

1

・
O
U

【第
1
2
4
話
】

「分
子
の
形
と
集
合

:
分
子
か

ら
超
分
子
へ
」

小
林

健
二

静
岡
大
学

理
学
部

化
学
科

生
命
は
様
々
な
分
子
の
集
合

体
で
す
。
分
子
は
、
2
次
元

・

3
次
元
的
な
か
た
ち
を
も
っ
て

個
性
を
発
揮
し
、
弱
い
力
で
集

ま
る
と
新
た
な
性
質
を
発
揮
し

ま
す
。
今
回
、
分
子
が
か
た
ち

を
作
る
仕
組
み
、
集
合
す
る
仕

組
み
、
超
分
子
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

■
平
成

30
年

5
月
31
日

(木
)

8

.
0

0ヲ
゜
0

1

・
0

1

・
3

【
第

1
2

5
話
】

「
小

惑

星

衝

突

に
よ

る

破

壊

と

創

造

(ガ
ス
銃

を

用
い
た
衝

突

模

擬

実
験

ご

三
重

野

哲犠
霧

r¢

・

國
〕

太
陽
系
の
長
い
歴
史
で
は
、

小
惑
星
衝
突
が
頻
繁
に
起
き
、

惑
星
が
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

地
球
や
惑
星
へ
の
衝
突
が
破
壊

を
起
こ
し
ま
し
た
。

一
方
、
物

質
を
生
み
出
す
反
応
も
起
き
て

い
ま
す
。
今
回
、
タ
イ
タ
ン

(土
星
の
衛
星
)
へ
の
衝
突
の
模

擬
実
験
と
有
機
分
子
の
合
成
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

一

「

高

■

平

成

30

年

6

月

28

日

(木

)

00
°
0

0
ヲ
゜
0

1

・
0

1

・
3

【
第

1

2

6

話

】

「論

理

の

理

論

、
理

論

の

論

理

」

鈴

木

信

行

静
岡
大
学

理
学
部

数
学
科

P⇒P りlr・〕⇒ α(の

P→ σ(fr),ア=〉 σ(π)

P,,→ りω ⇒ ヨ閃 〔皿)

11卜9('r・)⇒ ≡}7ヌ研1蝦),一 Ψ) σ(',)→ σ(拒)

コP→ 瓠',I」 → 解(召)⇒ 画(皿}淵 ㈲

コP一 切(の1P→ σ㈲ → ヨ切1エ}1ヨ 凋 回

r,→ 哩(砿 マ ー}o㈲ ⇒ 土9ω

数
理
論
理
学

(数
学
的
論
理

学
)
の
考
え
方
を
、
思
い
切

っ

て
簡
略
化
し
て
ご
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。
そ
の
雰
囲
気
だ
け
で

も
お
伝
え
で
き
れ
ば
嬉
し
い
で

す
。
巷
間
に
名
高
い
ゲ
ー
デ
ル

の
不
完
全
性
定
理
に

つ
い
て

も
、
内
容
と
ア
イ
デ
ア
の
一
端

に
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
平

成

30
年

7
月

26
日

(木

)

0
0
°0

0
ヲ
゜
0

1

・0

1

・
3

【
第

1

2
7
話

】

「
環

境

が
遺

伝

子

の
働

き

方

を

変
え
る
」

山
内

清

志

静
岡
大
学

理
学
部
生

物
科
学
科

2
0
0
3
年
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
計

画
が
完
了
し
、
こ
れ
で
人
の
病

気
の
原
因
は
す
べ
て
解
明
さ
れ

る
と
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
明

ら
か
に
な

っ
て
き
た
も
の
は
、

ゲ
ノ
ム
だ
け
で
は
解
明
で
き
な

い
生
物

の
持

つ
可
能
性
で
し

た
。
遺
伝
子
の
働
き
方
に
環
境

が
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
る

か
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

策
27
シ
ー
羅
ン

■
平

成

30
年

9
月

6
日

(木

)

18

"
00

19

"30

増

澤

武

弘

【第
1
2
8
話
】

「素
数
ゼ
ミ
の
謎

語
の
科
学
～
」

吉
村

仁畠
～
進
化
物

静
岡
大
学

工
学
部
数

理
シ
ス
テ

ム
工
学
科

17
年
又
は
13
年
に

一
度
の
周

期
で
大
発
生
す
る
素
数
ゼ
ミ

(周
期
ゼ
ミ
)
と
呼
ば
れ
る
ユ

ニ
ー
ク
な
セ
ミ
を
ご
存
知
で
す

か
?長

年
の
生
物
学
者
の
謎
、
そ

の
進
化
史
を
科
学
的
思
考
と
数

理
モ
デ
ル
か
ら
明
ら
か
に
し
ま

す
。
ま
た
セ
ミ
採
り
の
必
殺
技

も
公
開
し
ま
す
。

、
浄

、

牽
搬

劉

ー

案

鑛

秘

・

無齪 総 塾,
,「1

、!

鱗騨

P

凱:/一 「ぐ ・ヨ・・、一
ノ 馬

〆 算 涯 さ

鑑/f陶

 

平
成

30
年

10
月

18
日

(木
)

00
°
0

Ω
」
°0

1

・
0

1

・00

【第

1
2

9
話

】

「
富

士

山

に

学

ぶ

～

富

士

山

の
自

然
が

育
ん
だ

世

界

文
化

遺

産
～
」

静
岡
大
学

客
員
教
授

富
士
山
頂
の
永
久
凍
土
や
麓

の
ブ
ナ
の
森
、
青
木
ヶ
原
、
ま

た
、
富
士
山
を
守
る
江
戸
自
体

の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
、

ま
だ
分
か
っ
て
い
な
い
、
世
界

遺
産

「富
士
山
の
自
然
」
の
現

状
と
将
来
に
つ
い
て
、
画
像
を

見
な
が
ら
解
説
し
ま
す
。

1
」

1老 嵐k
円

■

翁
魁

瞬

ノ

ギ

ド

轡

、

.亀

懸
,

 贈

゜

～
馨駈
コ

マ

ず

■
平
成

30
年

11
月

15

日

(木
)

8

°
0

0」
°0

1

・
0

1

・3

【第

1
3

0
話

】

「
重

力

と

量

子

論

の
融
合

ぶ

～
新
し
い
時
空

概
念

の
探
求
～

」

土

屋

麻
人

騨
静
岡
大
学

理
学
部

物
理
学
科

槻

肉幽

私
た
ち
に
最
も
身
近
な
力
で

あ
る
重
力
、
実
は
現
代
物
理
学

に
お
い
て
は
大
き
な
謎
を
秘
め

て
い
ま
す
。

宇
宙
の
は
じ
ま
り
成
り
立
ち

を
理
解
す
る
上
で
カ
ギ
と
な
っ

て
い
る
、
重
力
と
量
子
論
の
融

合
、
そ
の
た
め
の
新
し
い
時
空

概
念
を
探
求
す
る
研
究
に
つ
い

て
お
話
し
ま
す
。

』
虹㌔

・

駕

吻争

㎜

轟

曾
腰
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罵
ヒ
田量

■

平

成

30
年

12

月

13

日

(木

)

8

.
0

9

°0

1

・
0

1

・O
J

【第

1

3

1

話

】

「食

」
に

つ
い
て
考

え

る

」

竹

下

温

子馴
静
岡
大
学

教
育
学
部

家
政
教
育

講
座

食
中
毒
は
知
識
が
ワ
ク
チ
ン

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
よ

う
に
、
健
康
を
維
持
さ
せ
る
に

は
、
食
に
関
す
る
知
識
を
増
や

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

知
っ
た
上
で
、
そ
の
人
自
身

が
ど
の
よ
う
に
選
択
ま
た
は
行

動
に
移
す
か
が
鍵
。
そ
の
き
っ

か
け
づ
く
り
の
お
話
を
提
供
し

ま
す
。

■
平
成

31
年

1
月

17

日

(木
)

8

°
0

0ヲ
゜
0

1

・
0

1
・
3

【
第

1
3

2
話

】
「
恐

竜

時

代

の

地

球
環

境
と
生

態
系

」

池

田

昌
之塵

静
岡
大
学

理
学
部
地

球
科
学
科

地
球
環
境
は
さ
ま
ざ
ま
な
時

間
ス
ケ
ー
ル
て
変
化
し
、
そ
の

要
因
も
異
な
り
ま
す
。
恐
竜
の

繁
栄
し
た
中
生
代
は
、
火
山
活

動
が
多
発
し
、
大
気
働
濃
度
が

現
在
の
数
倍
も
あ
る
超
温
暖
な

環
境
で
し
た
。
当
時
の
環
境
が

ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
生
態
系

に
ど
の
よ
う
影
響
を
与
え
た
か

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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部
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■
2
0
1
8
年
5
月
11
日

大
学
院
総
合
科
学
技
術
研
究

科
理
学
専
攻
化
学
コ
ー
ス
修
士

課
程
2
年

の
清
瀬

玄
さ
ん

が
、
2
0
1
8
年
3
月
に
つ
く

ば
市
で
開
催
さ
れ
た
第
18
回
分

子
分
光
研
究
会
に
て
優
秀
講
演

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
発
表
は

「P
D
S
の
マ
イ
ク
ロ
波
分

光
」
で
、
超
低
温
化
学
ス
パ
ッ

タ
リ
ン
グ
法
を
用
い
て
P
D
S

分
子
を
初
め
て
生
成
し
、
そ
の

物
理
化
学
的
性
質
を
明
ら
か
に

し
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。
清
瀬
さ
ん
の
指
導
教
員

は
、
学
術
院
理
学
領
域
の
岡
林

利
明
教
授
。

■

2

0

1

8

年

6

月

21

日

地

球

科

学

科

の

三

井

講

師

と

学

生

に

よ

る

論

文

弓
o
器

μ三

。

O
O
同
円
〇
一
騨
二

〇
ロ

げ
①
一
毛
O
①
巨

き

自

≧

αq
寓

く
μ
な

昌

嘗

σQ
①

睾

α

駒・
冨

=

暑

匿

鼻

q゚
;

ロ
巳

・゚
①
冨

巳

巳

芝

冨

↓
o

讐

。・
昌

-

含

〇
二

8

国
8

0

9

°。
5

冨

8

一
〇
器

」
が

、

し。實

ぎ
αq
曾

審

ε

冨

社

の

「9

き

σq
。

葺

①

ぎ

円
三

卜。
9

°。」

キ

ャ

ン

ペ

ー

ン

に

選

出

さ

れ

ま

し

た

。

■
2
0
1
8
年
7
月
20
日

理
学
部
地
球
科
学
科
の
木
村

浩
之
教
授
が
第
4
回
日
本
微
生

物
生
態
学
会
奨
励
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
地
質
学

・
地
球
化

学

・
微
生
物
学
を
融
合
さ
せ
た

研
究
手
法
に
よ
り
、
深
部
地
下

圏
微
生
物
の
生
理
生
態
を
学
際

的
に
解
明
し
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
下
圏
微

生
物
の
生
態
学
研
究
を
基
盤

に
、
温
泉
施
設
を
所
有
す
る
自

治
体
や
企
業
と
連
携
し
て
温
泉

付
随
ガ
ス
を
有
効
利
用
し
た
メ

タ
ン
ガ

ス
発
電
施
設
を
創
成

し
、
積
極
的
な
社
会
貢
献
を
果

た
し
て
き
た
こ
と
も
高
く
評
価

さ
れ
ま
し
た
。
同
学
会
第
。゚N
回

大
会

(沖
縄
)
に
て
、
奨
励
賞

受
賞
講
演
も
行
い
ま
し
た
。

■

2
0

1
8
年

8
月

28

日

科

学

技

術

振

興

機

構

(
J

S

T
)

の

「
日
本

・
ア

ジ

ア

青

少

年

サ

イ

エ

ン

ス

交

流

事

業

」

(
さ

く

ら

サ

イ

エ

ン

ス
プ

ラ

一2018年 理学部トピックスー
2019.03.23卒 業 式 。学位授与式

2019.03.12後 期 日程入試

2019.02.25前 期 日程入試

2019.02.09推 薦 ・AO入 試

2019.01.28さ くらサイエンス プランを実 施 しま した。

2019.01.28平 成30年 度理学部卒業 ・総合 科学技術研究科理学専攻 修了 祝賀会 の御案内

2019.01.21平 成31年 度ガイダ ンス 日程表

2019.01.21平 成31年 度理学部行事予 定表

2018.12.19静 岡大学名誉教授の米 田芳秋 先生(元 理学部教授)が 平 成30年 度園芸文化賞 を受 賞

2018.11.17理 学 同窓会総会 ・科学講 演会 ・懇親会(静 岡大学 理学部A209)

2018.10.31永 田隼也さんが第22回 ケイ素 化学協会シンポ ジウムにてポスター賞を受賞

2018.10.25平 成30年 度理学部講演会 のご案内(平 成30年12月13日(木)開 催)

2018.10.03牧 野 倫子さんが第3回 アジアオス トラコーダ会議 にて学 生ポスター発表賞 を受賞

2018.10.03中 村 大亮さんが第3回 アジアオス トラコーダ会議 にて学 生□頭発表賞を受賞

2018.09.15南 部 将志さんが酵母遺伝 学フオーラム第51回 研究報告 会にて学生発表賞 を受賞

2018.09.13塚 本祥実さんが第29回 基 礎有 機化学討論会 にてポ スター賞を受賞

2018.09.12周 啓 来氏が 日本原子力学 会第15回 核融合工学部会賞奨 励賞を受賞

2018.09.12木 村 圭佑さんが 日本原子 力学 会にて新人賞を受賞

2018.09.10牧 拓 実さんが第29回 基礎 有機 化学討論会でポス ター賞 を受賞

2018.08.28さ くらサイエンス プランを実 施 しま した。

2018.07.20木 村 浩之教授が第4回 日本微生物生態学 会奨励賞を受賞

2018.06.21三 井 講師の論文がSpringerNature社 のChangetheworld2018キ ャ ンペ ーンに選 出

2018.06.17理 学 同窓会中部支部総会 ・懇 談会(ウ イン クあいち)

2018.06.16数 学 科同窓会総会 ・板津 先生 退官祝賀会(静 岡大学理学 部A209)

2018.06.02全 学 同窓会浜松開催交流 会(グ ラン ドホテル浜松)

2018.05.26理 学 同窓会東京支部総会 。懇 談会(ア ーカイ ブ市 ケ谷)

2018.05.11清 瀬 玄さんが 第18回 分子分光研究会 で優秀講演賞を受賞

2018.05.01北 村 晃寿教授の論文がPEPS誌TheMostCitedPaperAwards2018を 受賞

2018.04.12理 学 同窓会寄付講義 開講(～2018.07.26)

2018.04.09平 成31年 度大学院総合科 学技 術研究科修士課程理学専攻 学生募集要項

2018.04.04入 学 式

ン
)
に
、
総
合
科
学
技
術
研
究

科
理
学
専
攻
と
中
国
等
離
子
体

物
理
研
究
所
お
よ
び
華
中
科
技

大
学
と
の
科
学
技
術
体
験
コ
ー

ス
が
採
択
さ
れ
、

「核
エ
ネ
ル

ギ
ー
開
発
の
た
め
の
放
射
線
測

定
と
放
射
化
材
料
評
価
」
を

テ
ー
マ
と
し
、
平
成
28
年
8
月

下
旬
の
10
日
間
で
実
施
し
ま
し

た
。
中
国
か
ら
11
名
の
教
員

・

学
生
が
来
学
し
ま
し
た
。
実
施

主
担
当
は
大
矢
恭
久
准
教
授
で

す
。

■
2
0
1
8
年
9
月
10
日

大
学
院
総
合
科
学
技
術
研
究

科
理
学
専
攻
化
学
コ
ー
ス
ー
年

の
牧
拓
実
さ
ん
が
、
平
成
30
年

9
月
に
東
京
工
業
大
学
で
開
催

さ
れ
た
第
29
回
基
礎
有
機
化
学

討
論
会
で
ボ
ス
タ
i
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
牧
さ
ん
の
講
演
は

「糖
親
水
基
を
有
す
る
低
分
子

ヒ
ド
ロ
ゲ
ル
化
剤
の
開
発
」

で
、
短
工
程
で
合
成
可
能
な
低

分
子
ヒ
ド
ロ
ゲ
ル
化
剤
の
開
発

と
そ
の
機
能
に
つ
い
て
発
表
し

ま
し
た
。
牧
さ
ん
の
指
導
教
員

は
、
学
術
院
理
学
領
域
の
山
中

正
道
准
教
授
。

■
2
0
1
8
年
9
月
12
日

大
学
院
総
合
科
学
技
術
研
究

科
理
学
専
攻
化
学
コ
ー
ス
ー
年

の
木
村
圭
佑
さ
ん
が
、
2
0
1

8
年
9
月
に
開
催
さ
れ
た
日
本

原
子
力
学
会
2
0
1
8
年
秋
の

大
会
学
生
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
に
て
新
人
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
木
村
さ
ん
の
発
表
内
容
は

「原
型
炉
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
環
境

に
お
け
る
低
放
射
化
フ
ェ
ラ
イ

ト
鋼
F
82
H
中
の
水
素
同
位
体

透
過
挙
動
」
で
す
。
木
村
さ
ん

の
指
導
教
員
は
、
学
術
院
理
学

領
域

(放
射
科
学
系
列
)
の
近

田
拓
未
講
師
。

■
2
0
1
8
年
9
月
13
日

大
学
院
総
合
科
学
技
術
研
究

科
理
学
専
攻
化
学
コ
ー
ス
ー
年

の
塚
本
祥
実
さ
ん
が
、
平
成
30

年
9
月
に
東
京
工
業
大
学
で
開

催
さ
れ
た
第
29
回
基
礎
有
機
化

学
討
論
会
に
て
ボ
ス
タ
i
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
塚
本
さ
ん
の

発
表
内
容
は

「水
素
結
合
性
拡

張
型
キ
ャ
ビ
タ
ン
ド
カ
プ
セ
ル

の
構
築
と
ゲ

ス
ト
包
接
」

で

す
。
塚
本
さ
ん
の
指
導
教
員

は
、
学
術
院
理
学
領
域

(理
学

部
化
学
科
)
の
小
林
健

二
教

授
。

■
2
0
1
8
年
9
月
12
日

理
学
部
附
属
放
射
科
学
教
育

研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
学
術
研
究

員
の
周
啓
来
氏
が
、
2
0
1
8

年
9
月
6
日
に
日
本
原
子
力
学

会
第
15
回
核
融
合
工
学
部
会
賞

奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
研

究
内
容
は

「
ヘ
リ
ウ
ム

・
水
素

同
時
照
射
下
に
お
け
る
タ
ン
グ

ス
テ
ン
中
の
ヘ
リ
ウ
ム
お
よ
び

水
素
滞
留
挙
動
に
関
す
る
研

究
」
で
す
。
周
氏
の
指
導
教
員

は
、
学
術
院
理
学
領
域
の
大
矢

恭
久
准
教
授
。

■
2
0
1
8
年
10
月
3
日

大
学
院
総
合
科
学
技
術
研
究
科

理
学
専
攻
地
球
科
学
コ
ー
ス
2

年
の
牧
野
倫
子
さ
ん
が
、
2
0

1
8
年
8
月
に
金
沢
市
で
開
催

さ
れ
た
第
3
回
ア
ジ
ア
オ
ス
ト

ラ
コ
ー
ダ
会
議
に
て
学
生
ボ
ス

タ
ー
発
表
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
牧
野
さ
ん
の
発
表
内
容

は
、
日
本
で
初
報
告
の
属
に
含

ま
れ
る
未
記
載
種
に
つ
い
て
砂

間
間
隙
環
境
に
お
け
る
適
応
形

態
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で

す
。
牧
野
さ
ん
の
指
導
教
員

は
、
学
術
院
理
学
領
域

(理
学

部
地
球
科
学
科
)
の
塚
越

哲

教
授
。

■
2
0
1
8
年
10
月
3
日

大
学
院
総
合
科
学
技
術
研
究

科
理
学
専
攻
地
球
科
学
コ
ー
ス

1
年
の
中
村
大
亮
さ
ん
が
、
2

0
1
8
年
8
月
に
金
沢
市
で
開

催
さ
れ
た
第
3
回
ア
ジ
ア
オ
ス

ト
ラ
コ
ー
ダ
会
議
に
て
学
生
口

頭
発
表
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

中
村
さ
ん
の
発
表
内
容
は
、
浜

名
湖
の
貝
形
虫
群
集
の
変
遷
と

特
定
種
の
形
態
的
多
様
性
を
明

ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。
中
村

さ
ん
の
指
導
教
員
は
、
学
術
院

理
学
領
域

(理
学
部
地
球
科
学

科
)
の
塚
越

哲

教
授
。

■
2
0
1
8
年
10
月
3
日

大
学
院
総
合
科
学
技
術
研
究

科
理
学
専
攻
化
学
コ
ー
ス
2
年

の
南
部
将
志
さ
ん
が
、
2
0
1

8
年
9
月
に
九
州
大
学
で
開
催

さ
れ
た
酵
母
遺
伝
学
フ
ォ
ー
ラ

ム
第
51
回
研
究
報
告
会
に
て
学

生
発
表
賞

(口
頭
発
表
部
門
)

を
受
賞
し
ま
し
た
。
南
部
さ
ん

の
発
表
題
名
は
、

「減
数
分
裂

型
キ
ネ
ト
コ
ア
形
成
に
は
セ
ン

ト
ロ
メ
ア
コ
ア
と
キ
ネ
ト
コ
ア

の
結
合
が
必
要
で
あ
る
」
で

す
。
南
部
さ
ん
の
指
導
教
員

は
、
学
術
院
理
学
領
域

(理
学

部
化
学
科
)

の
山
本

歩

教

授
。

■
2
0
1
8
年
10
月
31
日

本
学
大
学
院
総
合
科
学
技
術

研
究
科
理
学
専
攻
化
学
コ
ー
ス

ー
年
の
永
田
隼
也
さ
ん
が
、
平

成
30
年
10
月
26
～
27
日
に
栃
木

県
日
光
市
で
開
催
さ
れ
た
第
22

回
ケ
イ
素
化
学
協
会
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
て
優
秀
ボ
ス
タ
i
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
永
田
さ
ん
の

発
表
題
名
は

「分
子
内
三
重
メ

タ
セ
シ
ス
反
応
に
よ
る
ト
リ

(1
ー
シ
ク
ロ
ブ

テ
ニ
ル
)
シ
ラ

ン
か
ら
の
ヘ
キ
サ
ヒ
ド
ロ
シ
ラ

フ
エ
ナ
レ
ン

へ
の
異
性
化
反

応
」
で
、
共
同
研
究
者
は
同

コ
ー
ス
の
大
学
院
生
、
李
政
憲

さ
ん
、
岡
祥
平
さ
ん
、
杉
野
拓

実
さ
ん
と
指
導
教
員
の
坂
本
健

吉
教
授
で
す
。

■
2
0
1
8
年
12
月
13
日

理
学
部
講
演
会
が
理
学
部
B

棟
2
0
2
室
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
講
師
は
沈
建
仁
(し
ん

け

ん
じ
ん
)先
生

(岡
山
大
学
大
異

分
野
基
礎
科
学
研
究
所
教
授

・

副
所
長
)
。
演
題
は

「光
合
成

に
お
け
る
光
誘
導
水
分
解

・
酸

素
発
生
反
応
の
分
子
機
構
」
で

し
た
。

■
2
0
1
8
年
12
月
19
日

公
益
社
団
法
人
園
芸
文
化
協

会
平
成
30
年
度
園
芸
文
化
賞
を

元
理
学
部
教
授
の
米
田
芳
秋
先

生

(静
岡
大
学
名
誉
教
授
)
が

平
成
30
年
6
月
14
日
に
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
受
賞
理
由
は

「江

戸
時
代
に
開
発
さ
れ
た
貴
重
な

変
化
咲
き
ア
サ
ガ
オ
の
遺
伝
資

源
を
維
持
保
存
す
る
と
と
も

に
、
実
現
が
困
難
と
さ
れ
た
マ

ル
バ
ア
サ
ガ
オ
の
育
種
的
利
用

に
成
功
し
、
斬
新
な
模
様
の
曜

白
ア
サ
ガ
オ
を
開
発

・
普
及
す

る
な
ど
園
芸
文
化
の
向
上
と
発

展
に
大
き
く
貢
献
」
で
す
。

■
2
0
1
9
年
1
月
28
日

科
学
技
術
振
興
機
構

(
J
S

T
)
の

「日
本
・
ア
ジ
ア
青
少

年
サ
イ
エ
ン
ス
交
流
事
業
」

(さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ

ラ

ン
)
に
、
総
合
科
学
技
術
研
究

科
理
学
専
攻
と
中
国
西
南
物
理

研
究
院
お
よ
び
四
川
大
学
と
の

科
学
技
術
体
験
コ
ー
ス
が
採
択

さ
れ
、

「核
融
合
炉
ブ
ラ
ン

ケ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
ト

リ
チ
ウ
ム
回
収
と
材
料
耐
性
評

価
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
平
成
31

年
1
月
中
旬
の
8
日
間
で
実
施

し
ま
し
た
。
中
国
か
ら
11
名
の

教
員

・
学
生
が
来
学
し
ま
し

た
。
実
施
主
担
当
は
大
矢
恭
久

准
教
授
で
す
。

■
2
0
1
8
年
9
月
12
日

理
学
部
附
属
放
射
科
学
教
育

研

究
推

進

セ

ン
タ
ー

学
術

研

究

員

の
周

啓
来

氏
が

、

:

・
:

■
2
0
1
8
年
一〇月
ω一日

本
学
大
学
院
総
合
科
学
技
術

研
究
科
理
学
専
攻
化
学
コ
ー
ス

ー
年
の
永
田
隼
也
さ
ん
が
、
:

理
学
部
附
属
放
射
科
学
教
育
研

究
推
進
セ
ン
タ
ー
学
術
研
究
員

の
周
啓
来
氏
が
、
:
:
・

■
2

0

1
9
年

1
月

28
日

科

学

技

術

振

興

機

構

(
J

S

T
)

の

「
日
本

・
ア

ジ

ア

青

少

年

サ

イ

エ

ン

ス

交

流

事

業

」

(
さ

く

ら

サ

イ

エ

ン

ス

プ

ラ

ン
)

に

:

:
:

「日
本
・ア
ジ
ア
青
少
年
サ

イ

エ
ン
ス
交
流
事
業
」

(以

下
、

「さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ

ラ
ン
」
と
い
う
。
)
は
、
産
学

官
の
緊
密
な
連
携
に
よ
り
、
優

秀
な
ア
ジ
ア
の
青
少
年
が
日
本

を
短
期
に
訪
問
し
、
未
来
を
担

う
ア
ジ
ア
と
日
本
の
青
少
年
が

科
学
技
術
の
分
野
で
交
流
を
深

め
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
そ

し
て
ア
ジ
ア
の
青
少
年
の
日
本

の
最
先
端
の
科
学
技
術
へ
の
関

心
を
高
め
、
日
本
の
大
学

・
研

究
機
関
や
企
業
が
必
要
と
す
る

海
外
か
ら
の
優
秀
な
人
材
の
育

成
を
進
め
、
も
っ
て
ア
ジ
ア
と

日
本
の
科
学
技
術
の
発
展
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ

ラ
ン

の
ホ
ー

ム

ペ
ー
ジ

は

巨
6
"＼
〉
のP
言
r
αqo°
甘
＼
で

す
。
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織
難

灘
講
懲
雛

新
し
い
世
紀
を
迎
え
て
思
う
こ

と1
複
眼
的
視
点
の
す
す
め
1

日
本
学
士
院
院
長

長
倉
三
郎

(16
理
甲
)

科
学
の
研
究
に
お
い
て
は
、

対
象
と
な
る
現
象
や
物
質
系
を

複
眼
的
視
点
で
捉
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
新
し
い
発
見
が
生
ま

れ
、
新
し
い
分
野
が
展
開
さ
れ

た
例
が
多
い
。
光
の
本
性
を
波

動
性
と
粒
子
性
の
両
面
か
ら
捉

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
20
世
紀

の
物
質
観
の
基
本
と
な
る

「量

子
」
概
念
が
生
ま
れ
た
の
は
、

そ
の
典
型
的
な
例
と
い
え
る
。

量
子
概
念
は
物
理
学
を
は
じ
め

基
礎
科
学
の
諸
分
野
に
革
新
的

進
歩
を
も
た
ら
す
と
共
に
、
先

端
科
学
技
術
の
発
展
に
も
計
り

知
れ
な
い
貢
献
を
し
て
い
る
。

誘
電
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
研

究
で
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞

し
た
白
川
英
樹
博
士
の
輝
か
し

い
業
績
も
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は

電
気
を
導
か
な
い
と
い
う
従
来

の
常
識
に
反
す
る
異
端
的
視
点

か
ら
挑
戦
し
成
功
し
た
も
の

で
、
複
眼
的
視
点
、
特
に
そ
れ

ま
で
の
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い

発
想
の
重
要
性
を
示
し
て
い

る
。二

十

一
世
紀
に
お
い
て
は
、

環
境
問
題
を
は
じ
め
資
源
、
エ

ネ
ル
ギ
i
、
食
糧
、
人
口
問
題

な
ど
人
類
社
会
の
持
続
的
発
展

の
た
め
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
が
多
い
。
こ
れ
ら

の
課
題
は
人
々
の
意
識
や
価
値

観
と
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
問

題
解
決
の
道
を
探
る
研
究
に
お

い
て
は
、
自
然
科
学
と
人
文
科

学
に
ま
た
が
る
複
眼
的
視
点
が

必
要
と
な
る
。

複
眼
的
視
点
は
、
上
に
の
述

べ
た
学
問
研
究
だ
け
で
な
く
、

政
治
、
経
済
、
教
育
そ
の
他
社

会
の
各
方
面
に
お
い
て
重
要
で

あ
る
。
自
由
と
責
任
、
権
利
と

義
務
、
理
想
と
現
実
、
競
争
と

共
生
、
主
体
性
と
協
調
性
、
そ

の
他
枚
挙
に
逞
が
な
い
ほ
ど
多

く
の
相
容
れ
な
い
対
立
す
る
要

素
が
存
在
す
る
。

大
き
な
流
れ
に
迎
合
し
、
自

己
の
あ
る
べ
き
姿
を
見
失
い
が

ち
な
わ
が
国
社
会
の
風
潮
か
ら

み
て
、
こ
れ
ら
相
対
立
す
る
要

素
間
の
調
和
を
は
か
り
な
が

ら
、
全
体
の
中
で
構
成
単
位
で

あ
る
個
の
主
体
性
を
生
か
す
道

を
探
る
こ
と
が
二
十

一
世
紀
の

課
題
と
な
ろ
う
。
調
和
を
は
か

る
際
の
規
範
に
つ
い
て
、
こ
こ

で
詳
し
く
ふ
れ
る
余
裕
は
な
い

が
、
そ
れ
は
経
済
優
先
社
会
の

中
で
失
わ
れ
て
い
る

「真
善

美
」

へ
の
希
求
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

(補
)
"旧
制
静
岡
高
等
学
校
同

窓
会
誌

「龍
爪
第
75
号
」

略
歴
"旧
制
静
高
か
ら
東
京
帝

大
、
東
京
大
学
教
授
、
分
子
科

学
研
究
大
学
長
、
総
合
研
究
大

学
院
学
長
日
本
学
士
院
長
な
ど

フ
ラ

ン
ス
語

の
思

い
出

桑

田

次
男

(16
理
乙
)

書

斎

に
積

み
重
ね

て
あ

っ
た

本
を
整

理

し

て
い
た

と

こ
ろ
、

古

い
辞

書

が
出

て
き

た
。

そ
れ

は

1

9

3

7

年

発

行

の

=
O
⇔
〈
国
〉
口

勺
団
目

H
H

H
≧
6
口
o∩
60団

【
目
口
。。
H
田

で
あ

っ
た

。
表

紙

に

は
若

い
女

性
が

た
ん
ぽ

ぽ

と
覚

し
き
綿

毛

を
吹

い

て
種
を

飛
ば

し

て
い

る
図
が

あ

る
。

こ

の
辞

書

は
私

の
お
ぼ

ろ
な

記
憶

で

は

静
岡

の
番

場
町

に
昔

あ

っ
た
成

功

堂

と

い
う
書

店

で
買

っ
た

も

の
で
あ

っ
た
。

歌
人

篠
弘

氏

の

作
品

に
次

の
よ

う
な

歌
が

あ

っ

た
。ラ

ル
ー

ス
の

こ
と
ば

を
愛
す

わ

た
く

し
は

あ

ら
ゆ

る
風

に
載

り

て

種

を
蒔

く

当

時
私

は
理

乙
に

席

を
置

い

て

い
た
が

、
残

念
な

が

ら
理
科

系

で

の
授

業

に
は
興

味

を
持

て

ず

、

お

か

げ

で

留

年

を

重

ね

た
。

教
室

で
は

ド
イ

ツ
語

に

の

み
強

い
関

心
を

持

っ
て
い
た
。

斎
藤

久
雄

先
生

に
教

わ

っ
た

ヘ

ル

マ
ン

・
ヘ

ッ
セ

の

「
K
N

U

」

P
」
は

今

で
も
懐

か

し
く
想

い
出

と
し

て
残

っ
て
い

る
。

と
こ

ろ

で
静

高
に

は
ご

承
知

の
よ
う

に

フ
ラ

ン
ス
語

を
第

一

外

国

語

と

す

る

文

丙

が

あ

っ

た
。

そ

の
た
め

か
図

書
館

に
行

く

と
美
し

い
大

版

の

フ
ラ
ン

ス

の
雑

誌

目
目
。。
目
軍
目

O
Z
が

お

い

て
あ

っ
て
楽
し

く
眺

め

た
も

の

で
あ

っ
た

。
図

書

の
貸

し
出

し

口

の
左

に
は

N

°R

°F

°な

ど

の
黄
色

い
仮

綴

の

フ
ラ
ン

ス

の
本

が
あ

り
、

そ

の
当
時

若
者

に

よ
く
読

ま
れ

た

A

n
d

r

e

G
i

d

e
の
作
品

な
ど

が
見

ら
れ

た
。

右

の
新

刊
書

の
棚

に

は

ヘ

ッ

セ

の
全
集

な
ど

が
置

か

れ

て
い

た

。
閏
冨
昌

忠

版

の
表

紙

の
空

の
よ
う
な

青

い
色
が

私

の

ヘ

ッ

セ

に
対
す

る
気

持
ち

を
高

め

て

く
れ

た
も

の
だ

っ
た

。

私

が

フ
ラ

ン

ス
語

に
関

心

を

持

つ
よ
う

に
な

っ
た

の
は

フ
ラ

ン

ス
文
学

の
翻

訳
を

多
く

読

ん

だ

こ
と

に
加
え

て
、

当
時

優
れ

た

フ
ラ

ン

ス
映

画
が

市
中

の
映

画
館

歌
舞

伎
座

で
上

映

さ
れ

た

こ

と
に
も

影
響

さ
れ

た

よ
う

で

あ

っ
た
。

ル
ネ

・
ク

レ
ー

ル
監

督

の

「
パ

リ

の

屋

根

の
下

」

しo
O
ロ
。゚

一霧

目
O
=
°。

Ω
O

団
母

房

、

同

じ

く

ル

ネ

・
ク

レ

ー

ル

監

督

の

「
巴

里

祭

」

O
旨

8
嵩

。

H
巳

=
興

、

特

に

デ

ユ
ヴ

ィ
ヴ

ィ

工
監

督

の

「舞

踏
会

の
手

帖
」
ぎ

O
舘
ま

↓
自

匿

一
に
は

主
演

の
マ
リ
ー

・
ベ

ル

と
共

に
忘
れ

難

い
印
象

を
受

け
た

も

の

で
あ

っ
た
。

当

時

の
私

の
住

ん

で
い
た
下

宿

近

く

に

文

丙

の

A

君

が

い

た

。

共

に

ホ

ー

ル

で
食

事

を

取

っ
て
い
た

の

で
親

し

く
話
す

よ
う

に
な

っ
た

。

あ
る

日
A
君

は
閏
o
霞

一

切
舘
冨

器
①
の

「日

国
顎

鴇

」

の
原

書

を

持
参

し

て
私

に
読

め

と
勧

め
た
。

私

に

は

そ
ん
な

本
を

読

む
力

は
全
く

な
か

っ
た

が
、

彼
が

勧

め
る

の

で

一
応
借

り

て

一
部

訳
本

と
照

合
し

な
が

ら
拾

い
読

み

を
し

て

み
た

。
そ

れ

と

は

別

に

私

は

モ
ー

パ

ッ
サ

ン
短

編

小

説

、、評

①
1

巳

。
冨

2
虫
σq
①
..
の
対

訳
本

を

入
手

し

て

い
て
、
徹

底
的

に
辞

書
を

引
き

な
が

ら
読

み

上
げ

た

の
は

か

な

り
)
勉

強

に

は
な

っ

た
。永

井
荷

風

の
訳

詞
集

「珊
瑚

集
」

の
中

の
ヴ

ェ
ル
レ
ー

ヌ
の

詩

「偶
成

」
は

好

ん

で
時

に
朗

読
し

て
み
た

こ
と

も
あ

っ
た
。

F
①

o
μ
〇
一

〇
°。
一

冨

『
1
α
霧

。゚自

一
①

8

μ
↓噛

。゚
一
三
①
戸
・゚
μ
o
巴
目
ユ

冒

霞
耳

①
も

霞
l
O
①
鴇
ま

一
①

8

=じロ
零
8

旨

ロ
巴
日
ρ

・
:

(以
下

略
)
:
・

昭

和

12
年

7
月

の
藍
溝

橋
事

件
、

昭
和

14
年

9

月

の
ド

イ

ツ

軍
ポ

ー

ラ

ン
ド

進
撃

。
私

に

と

り
高

校
生

活
は

将

に
世
界

的

な

戦
乱

の
前

の
ど

う
や

ら
平

和

な

ひ

と
時

で
あ

っ
た

よ
う
だ

。
高

校
時

代

に
身

に

つ
け
た
知

的
収

穫
は

、
勿

論
各

人

そ
れ
ぞ

れ

で

異
な

っ
た

こ
と

で
あ
ろ
う

が
、

私

に
と

っ
て
フ
ラ

ン

ス
語

を

ふ

く

め

て
語

学

の
習
得

は
静

岡

で

の
大

き
な

収
穫

の

一
つ
で
あ

っ

た
。後

大
学

で
微

生
物

学

を
研
究

す

る
よ
う

に
な

っ
て

O
o
目
〇
一.
閑
o
巳
゜
>
8

P
ω
o
μ
や

匿
F

【
.

一冨

一ら

霧

3
自

を
読

み
、

静

岡

で
細

々
な
が

ら

フ
ラ

ン
ス
語

を
学

ん
だ

こ
と
が

研
究

の
展

開

に
少

な
か

ら
ず
プ

ラ

ス
に
な

っ
た
も

の
だ

っ
た
。

(補
)
:
旧
制
静

岡
高

等
学

校
同

窓
会

誌

「龍

爪
第

75
号
」

略
歴

:
旧
制
静

高

か
ら

千
葉
大

医
学

部

千
葉

大
名

誉
教

授

寮
歌

「は

や
秋

風

の
」
賛

中
島

哲

二

(25
理

4
)

今

年
は

敗
戦

50

周
年

で
あ

る

が
、

同
時

に
寮

歌

「は
や

秋
風

の
」

の
50
周
年

で
も
あ

る
。
私

は
敗

戦

の
翌

々
年

に
静
高

に

入

学
し

、

3
年

間
を

不

二
寮

で
過

ご

し

、

こ

の
寮

歌

も

愛

唱

し

た
。

寮
歌

(昭

和

20
年
度
V

作
歌

斎

藤

陽

一
(23
理

4
)

一四五

は
や
秋
風
の
粛
々
と

廃
都
に
入
れ
ば
彼
の
黍
も

瓦
礫
に
離
々
と
頭
垂
れ
る

あ
Σ
醜
悪
の
歴
史
か
も

よ
み
の
鬼
火
か
ほ
の
青
く

十
字
架
暗
き
壊
道
に

崩
れ
果
て
た
る
塔

(ア
ラ

ラ
ギ
)や

白
亜
の
巨
骸
夢
い
か
に

思
え
ば
か
の
日
晦
冥
の

黒
雲
九
天
に
澱
り
て

天
柱
折
(ク
ダ
)
け
地
維
絶

え
て

紅
の
霧
渦
巻
け
り

け
ふ
ま
た
碧
空
の

際
涯

(ソ
コ
ヒ
V
も
知
ら
ず

深
き
か
な

何
処
と
も
な
く
し
の
び
よ

る永
遠
の
国

へ
の
郷
愁

(ノ

ス
ト
ル
ジ
ア
)

あ
し
た
海
邊
に
出
で
見
れ

ば鋼
色

(ハ
ガ
ネ
)
な
み
う
ち

よ
す
る

お
ほ
わ
だ
つ
み
の
そ
こ
ふ

か
く

改
造

(ア
ラ
タ
メ
)
の
鐘
ひ

び
く
な
り

六

目
醒
め
の
鐘
は
鳴
り
渡
る

青
葉
ヶ
丘
の
若
鳥
よ

涙
の
谷
を
舞
ひ
出
で
よ

鐡
の
翼
に
理
想
追
へ

七

そ
れ
不
死
鳥
は
扶
揺
搏
ち

暗
雲
を
縫
ひ
星
砕
き

極
光
光
れ
る
蒼
空
へ

無
限
の
旅
に
出
で
た
た
む

寮
歌
に
は
ほ
ぼ
決
ま
っ
た
ス
タ

イ
ル
が
あ
っ
て
、
漢
語
の
美
辞
麗

句
の
拝
情
的
な
使
用
や
使
命
感

の
強
調
と
高
踏
的
な
主
張
が
多

い
。
し
か
し
社
会
性
・歴
史
性
の

貧
困
な
い
し
は
欠
如
の
傾
向
が

あ
る
。
こ
れ
は
時
流
に
迎
合
し
な

い
優
れ
た
点
を
持
つ
半
面
、
独
善

的
ま
た
は
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
に
陥
り

易
い
。

寮
歌
集
を
読
み
返
し
て
み
て
、

1
9
3
8
年
か
ら
1
9
4
1
年

の
狂
気
の
時
代
で
す
ら
、
そ
れ
以

前
の
寮
歌
と
殆
ど
変
り
が
な
い
の

に
驚
く
。
時
代
の
狂
気
を
、
無
視

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
批
判
し
た
の

だ
と
考
え
る
の
は
、
恐
ら
く
過
大

評
価
で
あ
ろ
う
。

穂
積
重
行
著
「寮
歌
の
時
代
」

(時
事
通
信
社
)に
よ
れ
ば
、
数
も

3
0
0
以
上
と
圧
倒
的
に
多
い

が
、
一
高
寮
歌
で
は
時
代
を
取

り
上
げ
た
「時
局
物
」が
少
な
く

な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
静

高
の
寮
歌
で
は
見
あ
た
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
「は
や
秋
風
の
」

は
、
敗
戦
の
激
変
を
真
正
面
か
ら

取
り
上
げ
て
い
て
、
静
高
で
は
異

色
の
寮
歌
で
あ
る
。
一
番
に
宋
廟

宮
の
故
事
を
ひ
き
、
最
後
に
「扶

揺
搏
ち
」
の
一
句
で
、
荘
子
の
鵬

に
言
及
し
て
お
り
、
古
い
器
を
用

い
て
は
い
る
が
、
そ
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
は
斬
新
で
あ
る
。
「あ
、
醜
悪

の
歴
史
か
も
」か
ら
、
「天
柱
折
け

地
維
絶
え
て

紅
の
霧
渦
巻
け

り
」と
戦
争
を
明
瞭
に
批
判
し
た

上
で
、
「目
醒
め
の
鐘
は
鳴
り
渡

る
」か
ら
「無
限
の
旅
に
出
で
た
た

む
」と
続
け
て
、
壮
大
な
復
活
を

呼
び
か
け
て
い
る
。

「花
時
う
た
ふ
へ
し
」
に
よ

る
と
、
こ
の
寮
歌
は
1
9
4
5

年
12
月
1
日
に
発
表
さ
れ
、
翌

年
の
6
月
25
日
に
発
行
さ
れ
た

「仰
秀
寮
報
」
復
刊
第

一
号
に

掲
載
さ
て
た
と
い
う
。
実
際
、

何
時
創
ら
れ
た
か
は
は
っ
き
り

し
な
い
が
、
斎
藤
さ
ん
が
医

学

・
生
物
分
野
を
め
ざ
す
理
科

乙
類
1
年
生
で
、
十
六
か
十
七

歳
の
時
の
は
ず
あ
る
。
し
か

も
、
あ
の
敗
戦
か
ら
三
ヶ
月
し

か
経

っ
て
お
ら
ず
、
高
校
教
育

が
劣
悪
な
生
活
環
境

の
中
で

や
っ
た
と
再
開
さ
れ
た
ば
か
り

の
激
動
期
で
あ
る
。

斎
藤
さ
ん
は
千
葉
県
立
長
生

中
学
校
の
私
の

一
年
先
輩
で
、

戦
争
中
に
短
縮
の
四
年
生
で
卒

業
し
、
静
岡
高
校
に
進
学
し
て

い
た
。
斎
藤
さ
ん
も
成
長
期
を

す
さ
ま
じ
い
軍
国
主
義
、
皇
民

教
育
に
さ
ら
さ
れ
、
中
学
教
育

も
中
絶
さ
せ
ら
れ
た

「少
国
民

世
代
」
な
の
に
、
こ
の
明
晰
な

時
代
認
識
を
ど
こ
か
ら
、
ど
の

よ
う
に
獲
得
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
単
な
る
早
熟
な
文
学
青

年
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。

最
近
機
会
あ
る
ご
と
に
、
他

の
高
校
の
敗
戦
前
後
の
寮
歌
を

調
べ
て
い
る
が
、

「千
編

一

律
」
の
感
を
拭
え
ず
、
時
代
が

ほ
と
ん
ど
感
じ
ら
れ
な
い
の
に

は
落
胆
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
ひ
き
か
え
、
45
年
の

早
い
時
期
に
、
歴
史
の
激
動
を

こ
れ
程
見
事
に
歌
詩
に
昇
華
さ

せ
た
斎
藤
さ
ん
の
知
性
の
確
か

さ
は
、
今
と
な
っ
て
も
感
動
せ

ざ
る
お
え
な
い
。

こ
の
寮
歌
は
わ
れ
わ
れ
の
誇

り
で
あ
る
。

(補
)
:
旧
制
静
岡
高
等
学
校

同
窓
会
誌

「龍
爪
第
62
号
」

略
歴

:

旧
制
静
高
か
ら
千
葉

医
大
、
医
学
博
士
、
虎
ノ
門
病

院
放
射
線
診
断
医
師

事
務
局
だ
よ
り

○
昨
年
は
、
豪
雨
災
害
、
浸
水

や
大
型
台
風
に
よ
る
被
害
、
ま

た
、
記
録
的
な
猛
暑
や
大
型
地

震
な
ど
自
然
災
害
が
目
立
ち
ま

し
た
。
災
害
に
対
す
る
意
識
を

よ
り
強
く
持
つ
よ
う
に
な
っ
た

一
年
で
し
た
。

○
ま
た
昨
年
は
、
著
名
人
の
卦

報
も
多
く
静
岡
県
の
清
水
が
舞

台
の

「ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
」

の
作
者
さ
く
ら
も
も
こ
さ
ん
が

亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
も
大
変
寂

し
く
感
じ
ま
す
。

〇

一
報
、
平
昌
五
輪

・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
や
サ
ッ
カ
ー
W
杯
、

野
球
、
テ
ニ
ス
で
も
日
本
人
が

活
躍
し
日
本
が
熱
狂
し
た
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。
ノ
ー
ベ
ル
医

学
生
理
学
賞
を
日
本
の
本
庶
佑

先
生
が
受
賞
し
、
話
題
に
な
り

ま
し
た
。
今
年
か
ら
、
新
し
い

年
号
が
始
ま
り
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
全
体
で

明
る
い
話
題
で
あ
ふ
れ
る
年
に

な
る
と
い
い
で
す
ね
。

●
学
部
は
、
今
年
も
各
地
で
同

窓
会

・
交
流
会
が
開
か
れ
ま

す
。

詳
細
は
会
報
本
文
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
同
窓

生
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
同
窓
生
の
皆
様
に
住
所
や
勤

務
先
、
連
絡
先

(閏
曵

国-

日巴
一)
等
の
変
更
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
同
窓
会
事
務
局
ま
で

ご

一
報
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
同

窓
会
主
催

・
共
催
の
催
し
物
の

お
問
い
合
わ
せ
も
同
窓
会
事
務

局
ま
で
ど
う
ぞ
。

●
今
号
は
平
成
最
後
の
会
報
と

な
り
ま
す
。
現
在
の
担
当
に
な

っ
て
今
年
で
十

一
年
目
を
迎
え

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
引
き
続

き
、

同
窓
会
窓
生
の
皆
様

へ
大
学
内

の
情
報
を
精

一
杯
お
届
け
し
ま

す
。

●
連
絡
先
は
左
記
の
通
り
で

す
。

〒
爵
N-
°。鵠
qコ

静
岡
県
静
岡
市

駿
河
区
大
谷
。。。。。。

静
岡
大
学

理
学
同
窓
会
事
務
局

国-目
巴
一
:
°。〇
一巴
目⑮
。゚三
NロO屏
脚

』
ρ
甘

松
浦


